



学 長 藤 本 淳
中村学園大学は､ 管理栄養士を養成する栄養科学部､ 小学校・幼稚園教諭や保育士を養成する人間発
達学部､ マーケティングやロジスティクスの専門職業人を養成する流通科学部の３学部からなり､ 同短
期大学部は､ 栄養士養成の食物栄養学科､ 幼稚園教諭や保育士養成の幼児保育学科､ 企業人養成のキャ
リア開発学科の３学科からなる｡ 大学３学部は修士課程 (栄養科学部は博士前期・後期課程) に連続す
るとともに､ 大学・短期大学部教員は本学の付属研究施設である健康増進センター､ 発達支援センター､





ば､ 本学は､ 専門職業人の養成と種々の社会貢献機能に特化していく大学・短期大学と言えよう｡ 加え
て､ 近年､ 少子化に伴う大学全入時代の到来によって､ 入学者の学力・学習意欲の格差が拡大していく
状態で､ 学生満足度の高い教育を施行し､ 卒業生の質を保証するための FD の推進が求められている｡
しかし､ FD は､ 学生の自律性を高める手段となり得ても教育の究極の目標にはなり得ない｡ 学生の自
律性､ 即ち､ 課題探究能力や問題解決能力の高揚には､ 教員が ｢研究｣ という営みを実践し､ その成果
と自らの知識を統合して教育に当たることが肝要である｡ 換言すれば､ ｢研究｣ をしない教員は､ ユニ
バーサル段階の高等教育に求められる ｢教育｣ には参画できないし､ ｢研究｣ に参画する教員のみが
｢教育｣ と ｢研究｣ との相乗効果によって FD を推進させ得る｡
以上の観点から本学各教授会は審議を尽くし､ 平成19年４月から中村学園大学・中村学園大学短期大
学部プロジェクト研究が発足した｡ 研究期間は､ 原則として､ ２年 (研究選考委員会が必要と認めた場
合には３年) とし､ 場合によっては､ 学部・学科の枠を越えた研究班が編成されたほか､ 本学の教養教
育センター､ 情報教育センター､ 教職教育センターに所属する教員集団が研究班を編成した｡ プロジェ
クト研究の実施により､ 各学部・学科教育の特徴に密接した研究の大綱がより一層明確化されるように
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原 孝之 (HARA TAKAYUKI) 栄養科学部・教授
本研究では､ 実験動物として､ 雄性の自然発症糖尿病
マウス (以下 KK 群) と健常マウス (以下 C57群) を用
いた｡ NO を発生する SNP とアルギニンは､ それぞれ
0.1mM と１mM を腹腔内投与した｡ 運動量の測定は､
各試薬を投与した５分後に回転かご式運動量測定器に入
れ､ 自発運動量を15分ごとに120分間まで記録した｡
C57群と KK 群を比較した場合､ コントロールでは KK
群より C57群の方が運動量は約1.7倍多かった｡ SNP 及
びアルギニンを投与した全ての場合でコントロールと比
較すると､ 両群とも濃度依存性に運動量は有意に増加し
た｡ 以上の結果から､ NO 誘発物質を投与すると､ 顕著
に運動量が増加することが分かった｡ その効果は特に糖
尿病マウスにおいて著しかった｡ 次に､ Zucker ラット
(８週齢､ ♂､ 約270g) に､ カゼイン(C)群､ 分離大豆
たんぱく質 (SPI) 群､ SPI＋５％アルギニン群の３群
に分け (n=５)､ ８週間飼育し､ 肝臓､ 内臓脂肪を採取
し重量を測定した｡ また､ 血清､ 肝臓の脂質濃度､ 血清
NO を測定した｡ 体重は３群間に差はなく､ 約190g の
増加がみられた｡ 内臓脂肪の重量に差はみられなかった

























藤田 守 (FUJITA MAMORU) 栄養科学部・教授
本研究は内臓脂肪蓄積機序を解明する目的で､ 新生児







吉岡 慶子 (YOSHIOKA KEIKO) 栄養科学部長・教授
坂田 利家 (SAKATA TOSHIIE) 栄養科学部長・教授 (平成19年度)
※単年度のみの参加者については､ 括弧内に参加年度を示す｡
Nutritional and scientific researches for the dietary factors to
























三成 由美 (MINARI YOSHIMI) 栄養科学部・教授
福岡県の上毛町の町立の保育所の幼児を対象に､ 健全
な食生活を実現し心身の成長を促すための要因分析実態
調査､ 咬合力と咀嚼行動の関連性､ また､ 健康モデル食
とし開発された健康食メニューの効果について検討した｡





































最近､ 一酸化窒素 (NO) のダイエット効果が注目さ















原 孝之 (HARA TAKAYUKI) 栄養科学部・教授
共同研究者
青峰 正裕 (AOMINE MASAHIRO) 栄養科学部・教授
大和 孝子 (YAMATO TAKAKO) 栄養科学部・講師
竹嶋美夏子 (TAKESHIMA MIKAKO) 栄養科学部・助教
西山 敦子 (NISHIYAMA ATSUKO) 栄養科学部・常勤助手
脇本 麗 (WAKIMOTO REI) 栄養科学部・常勤副手 (平成20年度)
※単年度のみの参加者については､ 括弧内に参加年度を示す｡
Does body fat decrease when protein intake is increased?
― Role of arginine ―
研究成果の概要
本研究では､ 実験動物として､ 雄性の自然発症糖尿病マウス (以下 KK 群) と健常マウス (以下 C57群) を用いた｡
NO を発生する SNP とアルギニンは､ それぞれ0.1mM と１mM を腹腔内投与した｡ 運動量の測定は､ 各試薬を投与し
た５分後に回転かご式運動量測定器に入れ､ 自発運動量を15分ごとに120分間まで記録した｡ C57群と KK 群を比較し
た場合､ コントロールでは KK 群より C57群の方が運動量は約1.7倍多かった｡ SNP 及びアルギニンを投与した全ての
場合でコントロールと比較すると､ 両群とも濃度依存性に運動量は有意に増加した｡ 以上の結果から､ NO 誘発物質を
投与すると､ 顕著に運動量が増加することが分かった｡ その効果は特に糖尿病マウスにおいて著しかった｡
次に､ Zucker ラット (８週齢､ ♂､ 約270g) に､ カゼイン (C) 群､ 分離大豆たんぱく質 (SPI) 群､ SPI＋５％ア
ルギニン群の３群に分け (n=５)､ ８週間飼育し､ 肝臓､ 内臓脂肪を採取し重量を測定した｡ また､ 血清､ 肝臓の脂質
濃度､ 血清 NO を測定した｡ 体重は３群間に差はなく､ 約190g の増加がみられた｡ 内臓脂肪の重量に差はみられなかっ
たが､ 肝臓重量は脂肪肝の認められる C 群比べ､ SPI 群､ SPI＋５％Arg 群において有意に低下した｡
以上のことから､ アルギニンは､ マウスにおいて自発運動量の優意な増加をもたらすが､ Zucker ラットに長期間､
餌として与えても､ その体脂肪量を減少させる効果はみられなかった｡ 但し､ 脂肪肝を軽減させることがわかった｡
研 究 分 野：
キーワード：(1)一酸化窒素､ (2)大豆たんぱく質､ (3)自発運動量､ (4)マウス､ (5)Zucker ラット､ (6)アルギニン､
(7)体脂肪､ (8)糖尿病
常マウス (以下 C57群) を用い検討した｡ 次に､ Zucker
ラット (８週齢､ ♂､ 約270g) に､ カゼイン(C)群､ 分
離大豆たんぱく質 (SPI 群､ SPI＋５％アルギニン群の
３群に分け (n=５)､ ８週間飼育し､ 肝臓､ 内臓脂肪を




マウス (以下 KK 群) と健常マウス (以下 C57群) を用
いた｡ NO を発生する SNP とアルギニンは､ それぞれ
0.1mM と1mM を腹腔内投与した｡ 運動量の測定は､ 各
試薬を投与した５分後に回転かご式運動量測定器に入れ､
自発運動量を15分ごとに120分間まで記録した｡
次に､ Zucker ラット (８週齢､ ♂､ 約270g) に､ カ
ゼイン(C)群､ 分離大豆たんぱく質 (SPI 群､ SPI＋５
％アルギニン群の３群に分け (n=５)､ ８週間飼育し､
肝臓､ 内臓脂肪を採取し重量を測定した｡ また､ 血清､
肝臓の脂質濃度､ 血清 NO を測定した｡
４. 研究成果
(1) C57群と KK 群を比較した場合､ コントロールで
は KK 群より C57群の方が運動量は約1.7倍多かった｡
SNP 及びアルギニンを投与した全ての場合でコントロー
ルと比較すると､ 両群とも濃度依存性に運動量は有意に
増加した｡ 以上の結果から､ NO 誘発物質を投与すると､
顕著に運動量が増加することが分かった｡ その効果は特
に糖尿病マウスにおいて著しかった｡
Zucker ラット (８週齢､ ♂､ 約270g) に､ カゼイン
(C)群､ 分離大豆たんぱく質 (SPI) 群､ SPI＋５％アル
ギニン群の３群に差はなく､ 約190g の増加がみられた｡
内臓脂肪の重量に差はみられなかったが､ 肝臓重量は脂





①西山敦子, 渡邉真友子, 福永和子, 永田瑞生, 大和孝




②竹嶋美夏子, 西山敦子, 大和孝子, 青峰正裕, 原 孝












研究経費 機器備品 合 計
平成19年度 1,740,000 0 1,740,000
平成20年度 2,020,000 0 2,020,000
合 計 3,760,000 0 3,760,000
１. 研究開始当初の背景




高血圧､ 高血糖 (２つ以上の症状) などをもつ病態がメ
タボリック症候群 (メタボリックシンドローム) と診断
されている｡ すなわち､ メタボリック症候群は､ 体脂肪
とくに腹腔内の内臓周辺に蓄積した脂肪量が過剰となり､
脂肪､ エネルギー代謝に異常を来し､ 耐糖能異常や動脈


















太田 英明 (OHTA HIDEAKI) 栄養科学部・教授
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Study on mechanism of absorption and metabolism of bioactive food








研 究 分 野：総合領域
























(１：１) で溶解し､ 0.5mg/ml の標準液とした｡ 果汁
試料３ml にエタノール７ml を添加撹拌後､ 超音波抽出
(30min) を行った｡ 上清液を Advantec 社製のシリン
ジフィルター (φ0.45μm) で濾過後､ カラム：Hypersil
ODS (φ4.0mm×125mm､ ５μm)､ 移動相：60％メタ
ノール‒10mM リン酸､ 流速：1.0ml/min､ カラム温度：
40℃､ 検出波長：340nm､ の条件で HPLC 分析を行った｡
シネフリンの分析：シネフリン標準品 (シグマアルド
リッチジャパン社､ 東京) を移動相で溶解し､ 0.2mg/ml
の標準液とした｡ 果汁試料をシリンジフィルター
(φ0.45μm) に通したものをそのまま HPLC 分析に供
した｡ カラム：Develosil ODS‒5 (φ4.6mm×250mm､
５μm)､ 移動相：アセトニトリル‒H２O (２：98)‒10







を篩分けしたもの (シークワシャー粉末) を用いた｡ こ
のシークワシャー粉末をソックスレー抽出器にてヘキサ
ン､ クロロホルム､ エタノール､ メタノール､ 水の順で
抽出した画分を調製した｡ また Vortex によりヘキサン､
ジクロロメタン､ エタノール､ 水の順に抽出した画分を







(10mg-wet gel) に対して検体溶液 (100μl)､ 基質溶液
(900μl／人口腸液､ マルトース；10mM 反応時におけ










Wistar 系ラット (体重約200g) を用いた｡ これらにフェ
ノバルビタール (PB) (80mg/kg) あるいは３‒メチル
コラントレン (MC) (20mg/kg) を３日間腹腔内に投
与した後､ 肝臓を摘出し､ 常法によりミクロゾーム
(Ms) を調製した｡
代謝物の定量：0.28mM ノビレチンを NADPH 生成系
および動物肝 Ms とともに100mM HEPES 緩衝液 (pH
7.4) 中､ 37℃で20分間インキュベートした｡ 反応後､
冷メタノール３ml を添加して反応を停止し､ 氷中に30
分間放置後､ 遠心分離し､ この上清を HPLC に付した｡
代謝物の構造決定：ノビレチンを肝 Ms とともに数
100倍のスケールで反応させた後､ 分取用 HPLC により､
代謝物を分離・精製し､ LC‒MS (液体クロマトグラフ―




ゲレチン (50mg/body) を１回経口投与した｡ 投与後
０～２日間の糞および尿を採取した｡ 糞中代謝物は乾燥
した糞を粉砕後､ 酢酸エチルで抽出した｡ 尿中代謝物は
















食事記録からエクセル栄養君 (V4.0､ 建帛社) で栄養素
量を算出した｡ 各ステージ初日の早朝空腹時に体重､ 身
長､ 腹部周囲径､ 採尿及び採血後､ 無作為にコントロー
ル群 (以下 C 群) とシークワシャー群 (以下 S 群) の
２つのグループに分け､ 毎朝食前に C 群プラセボ (デ




血､ 体重､ 腹部周囲径､ MRI (内臓脂肪)､ 尿等は６日
目､ 16日目､ 26日目､ 実験終了後の計４回測定した｡ ま
た､ 日常の身体活動量は OMRON ヘルスカウンタ HJ-
113を用いて全期間中測定した｡ 統計解析は Mann-



























％､ 処理Ｂが約15％､ 処理Ｃが約３％となった｡ その最
終処理品１g 当たりノビレチン含量は､ 処理Ｃが多いも
のの (29mg)､ 処理Ｂ (27mg) と大差はみられなかっ
た (図３)｡ 一方､ シネフリン含量は処理 B が９mg/g､
処理 C が７mg/g であり､ 処理 C の方が少なかった｡
本試験では､ 残渣物に細胞壁を分解する市販の酵素を加

















↓ (脱水) (乾燥) (撹拌・混合)
















調製直後 45℃､１ヶ月 45℃､２ヶ月 ５℃､２ヶ月
ノビレチン 14.8 14.0 14.0 14.3
シネフリン 3.8 3.6 3.5 3.4
ろ過精製した未濃縮ストレート果汁を､ ガラス瓶 (250
ml 容) に熱間充填後､ 王冠で密栓した｡ 充填した果汁
は､ 上側を下にして10分間室温に置き､ さらに20分間水
冷し､ 果汁製品を試作した｡ この果汁試作品を用いて有
用成分の安定性を調査した｡ すなわち､ 試作品を､ ５℃



































動物でも５種類の代謝物 (M‒1～M‒5) (図３参照) が
生成された｡ LC-MS および１H-NMR よる解析の結果､
５種類の代謝物は､ それぞれ4'‒水酸化 (OH) 体､ 7‒OH
体､ 6‒OH 体､ 3',4'‒二水酸化 (diOH) 体および
6,7‒diOH 体であると推定された｡ 主代謝物は､ ラット
とハムスターでは､ 7‒OH 体であったが､ モルモットで
は4'‒OH 体であった｡ また､ 代謝活性の強さは､ モル
モット＞ハムスター＞ラットの順であった (表３)｡
次に､ ノビレチン代謝に関与する酵素 (チトクロム
P450分子種) を明らかにするため､ 抗 P450抗体による
代謝阻害実験や数種の発現系 P450を用いた代謝実験を
行った｡ その結果､ 図４に示すような代謝経路が推定さ
れた｡ すなわち､ B 環の酸化的脱メチル化反応 (M‒1と
M‒4の生成) には､ 多環芳香族炭化水素により強く誘導
される CYP1A1と CYP1A2､ およびラット雄特異的な
CYP2C11､ さらにはラット CYP3A1が強く関与してい
た｡ 一方､ A 環の酸化的脱メチル化反応 (M‒2と M‒3
の生成) には､ CYP2C11 と CYP3A1が関与していた｡
なお､ フェノバルビタール (PB) で強く誘導されるラッ
ト CYP2B1は代謝活性を全く有していなかったのに対
し､ モルモット CYP2B18は､ M‒1､ M‒2および M‒4の
生成活性を有していた｡
次いで､ ラットにおける in vivo 代謝を調べた｡ ノビ
レチン (50mg/body) を１回経口投与後､ ２日間の尿
中および糞中代謝物を定量した｡ その結果､ 肝 Ms と同
様に尿中に５種類の代謝物が検出されたが､ このうち
4'‒OH 体が最も多く､ 全代謝物の70～80％を占めてい
た｡ 一方､ 糞中代謝物は､ 6,7‒diOH 体以外の４種類が
検出され､ 4'‒OH 体が投与量の約２％で最も多かった｡






































処 理 性 M‒1 M‒2 M‒3 M‒4 M‒5
ラット
未処理 ♂ 0.371±0.057 0.586±0.035 0.237±0.022 N.D. N.D.
(100) (100) (100)
PB ♂ 0.598±0.021* 1.265±0.131* 0.517±0.054* 0.020±0.034 0.089±0.010*
(161) (216) (218)
MC ♂ 3.218±0.039* 0.518±0.041 0.163±0.026* 0.765±0.027* 0.137±0.011*
(867) ( 88) ( 69)
未処理 ♀ 0.420±0.046 0.172±0.035* 0.107±0.024* N.D. N.D.
(113) ( 29) ( 45)
ハムスター
未処理 ♂ 0.170±0.023 1.533±0.071 0.240±0.021 0.041±0.007 0.041±0.013
(100) (100) (100) (100) (100)
PB ♂ 0.171±0.001 1.518±0.080 0.450±0.013* 0.031±0.002 0.024±0.021
(101) ( 99) (188) ( 76) ( 59)
MC ♂ 1.103±0.021* 1.094±0.012* 0.107±0.011* 0.330±0.010* N.D.
(649) ( 71) ( 45) (801)
未処理 ♀ 0.159±0.021 0.836±0.022* 0.275±0.017 0.059±0.018 0.038±0.007
( 94) ( 55) (115) (144) ( 93)
モルモット
未処理 ♂ 1.716±0.304 0.930±0.118 0.240±0.019 0.397±0.119 0.294±0.103
(100) (100) (100) (100) (100)
PB ♂ 0.923±0.135 2.277±0.217* 0.633±0.065* 0.444±0.239 0.239±0.035
( 54) (245) (264) (112) ( 81)
MC ♂ 3.577±0.426* 0.431±0.017* 0.182±0.018* 1.143±0.170* 0.495±0.043
(208) ( 46) ( 76) (288) (168)
未処理 ♀ 1.730±0.275 0.996±0.011 0.248±0.018 0.428±0.024 0.414±0.197
(101) (107) (103) (108) (141)
N.D., 未検出. * Significantly different from untreated male animals. (p<0.05)
Values are mean±S.D. of three animals and those in parentheses are the relative ratio of untreated male
animals.





C 群(n=９) S 群(n=10) C 群(n=10) S 群(n=９) C 群 S 群
エネルギー (kcal) 1866 1742 1609 1851 1731 1793
たんぱく質 (g) 67.8 67.8 55.6 66.2 61.4 65.3
脂質 (g) 58.3 59.9 59.7 60.4 59.1 62.0
エネルギー比 (％)
たんぱく質 14.7 14.7 13.0 14.2 13.8 14.5
脂 質 28.4 32.8 31.7 29.0 30.1 31.0
炭 水 化 物 55.8 51.2 53.7 56.1 54.7 53.7
コレステロール (mg) 324 341 344 314 329 328
鉄 (mg) 8.2 9.1 9.0 7.9 8.6 9.2
計算値 C 群：コントロール群 S 群：シークワシャー群
表４ 栄養素摂取状況









第１ステージ 21.2±0.7 21.2±0.8 0.04 20.3±0.7 20.3±0.7 ‒0.05
BMI
第２ステージ 19.9±0.5 20.3±0.7 0.35 21.1±0.8 21.2±0.8 0.09
全期間 20.6±0.4 20.8±0.5 0.23 20.8±0.5 20.8±0.5 0.03
AC† (cm)
第１ステージ 71.5±2.4 69.1±2.4 ‒2.4 69.8±2.6 67.0±2.4 ‒3.6
AC (cm)
第２ステージ 71.5±2.1 70.1±2.2 ‒2.1 74.2±2.6 68.8±1.8** ‒5.4
全期間 71.9±1.5 70.1±1.6* ‒1.8 72.2±1.8 68.2±1.5** ‒4.1












総コレステロール (mg/dl) 165±6 161±6 ‒4.4 163±6 165±7 1.7
HDL‒コレステロール (mg/dl) 65±4 66±3 0.6 67±4 66±4 ‒0.7
中性脂肪 (mg/dl) 58±6 53±5 ‒5.3 52±4 66±7* 14.2
遊離脂肪酸 (mEQ/dl) 0.42±0.04 0.48±0.04 0.05 0.46±0.05 0.41±0.04 ‒0.05
apoA‒1 (mg/dl) 139±5 140±5 1.2 141±5 143±5 2
血糖 (mg/dl) 89±1 88±2 ‒0.1 88±2 89±1 0.9
インスリン (μIU/mg) 5.68±0.50 5.31±0.50 ‒0.37 5.86±0.76 5.32±0.59 ‒0.54













PAI‒1 (ng/ml) 21±1 17±2 ‒3.6 16±1 16±1 ‒0.2
レプチン (ng/ml) 7.5±1.0 7.1±0.9 ‒0.5 7.7±1.1 6.7±0.9 ‒1
アディポネクチン (μg/ml) 11.8±0.9 10.8±0.9* ‒1.1 12.1±1.0 11.9±0.9 ‒0.2
平均値±SE *：P<0.05
PAI‒1：プラズミノーゲン・アクチベーター・インヒビター１ (plasminogen activator inhibitor 1)
高値を示した２名の計４名を対象から除外し､ 19名で解






たことが確認された (表４)｡ 体重､ BMI は摂取前後で
有意な差はみられなかったが､ ウエスト周囲径について










かった｡ 脂質代謝の指標として､ 総コレステロール､ ト
リグリセリド､ LDL コレステロール､ HDL コレステロー
ル､ インスリン抵抗性との関連がある遊離脂肪酸につい
て､ C 群と S 群の群間および前後で有意な差はみられ
なかった｡ 中性脂肪については S 群で有意な増加が認
められたが､ その原因については検討中である｡ アディ
ポサイトカインとは､ 脂肪組織由来内分泌因子の総称で








なる｡ 血中の PAI-1量は内臓脂肪や BMI と相関がある
ことが報告されている｡ そこでアディポネクチン (高分
子量型)､ レプチン､ PAI-1を測定したところ､ アディ















なお MRI による内臓脂肪面積は現在解析中で､ アディ
ポネクチン､ PAI-1等と内臓脂肪の動向については今後
検討する予定である｡
以上､ 要約すると､ １) シークワシャー抽出物は健康
な成人若年女性に対して､ 体重の変動は見られないもの
の､ 腹囲周径を有意に減少させたことから内臓脂肪を減
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た型の脂肪組織がある｡ それらは色調､ 分布､ 脈管の
分布状態および代謝上の活動にそれぞれ違いがある｡
１つは単胞性脂肪組織 (白色脂肪組織) であり､ ヒト
を含めた霊長類に多く存在する｡ 他の１つは多胞性脂








藤田 守 (FUJITA MAMORU) 栄養科学部・教授
共同研究者
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Immunohistochemical and Ultrastructural Studies on
Accumulation of Visceral Fat
研究成果の概要
本研究は内臓脂肪蓄積機序を解明する目的で､ 新生児期､ 乳飲期､ 離乳期､ 離乳後､ 成熟期の Wistar 系ラット小腸の腸間
膜を用いて免疫組織化学的・超微形態学的に検索を行った｡
超微形態学的および組織化学的結果より､ 生後７日齢から14日齢の間に脂肪芽細胞に脂肪が蓄積し､ 成熟した脂肪細胞に
なることが考えられた｡ 免疫組織化学的検索の結果より､ Connexin 43の反応が認められたことから､ 脂肪細胞間にギャッ
プ結合が存在すると考えられた｡ 脂肪組織は乳飲期より互いにコミュニケーションをとり､ 機能的合胞体として働いている
可能性が示唆された｡
研 究 分 野：栄養形態学
キーワード：超微形態学､ 免疫組織化学､ 腸間膜､ 内臓脂肪､ 脂肪組織､ 脂肪細胞､ ギャップ結合､ Connexin 43













(０日齢：出生直後､ 未授乳)､ 乳飲期 (７日齢､ 14日齢)､
離乳期 (21日齢)､ 離乳後 (28日齢) および成熟期 (５






(pH7.4､ phosphate buffer で調製された4.0％ formalde-
hyde､ 和光純薬株式会社) に浸漬し､ ４℃で２時間固
定､ 肉眼的に観察を行った｡
(3) 組織化学的検索
脂肪の蓄積を検索する目的で､ オイルレッド O 染色
を用いた｡
採取した各時期の試料を10％中性緩衝ホルマリン液
(pH7.4､ phosphate buffer で調製された4.0％ formalde-
hyde､ 和光純薬株式会社) で４℃､ ２時間固定後､ 蒸
留水で水洗､ 60％イソプロピルアルコールで１分間親和､




料を10％中性緩衝ホルマリン液にて固定後､ O. C. T






浸漬し､ ４℃で２時間固定した｡ 小腸腸間膜を１cm の
長さにし､ 水洗､ 70％､ 80％､ 90％､ 95％､ 純アルコー
ル､ 無水アルコールで段階的に脱水､ キシレンで透徹､
パラフィン (Histosec; Merck) に包埋後､ ミクロトー
ムで６μm の切片を作成した｡ 切片は脱パラフィン後､
マイヤー・ヘマトキシリン溶液 (武藤化学株式会社) お
よび１％エオシン Y 溶液 (武藤化学株式会社) で







phosphate buffer (pH7.4) で洗浄し､ 0.1M phosphate
buffer で pH7.4 に調製した1.0％ osmium tetroxide に
浸漬し､ ４℃で２時間後固定を行った｡ 50％､ 70％､ 80
％､ 90％､ 95％､ 無水アルコールで段階的に脱水､ pro-
pylene oxide で透徹し､ EPON 812樹脂に浸透､ 包埋後､
45℃で半日､ 60℃で２日間重合した｡ ミクロトームで約










て固定後､ O. C. T compound (Tissue-Tek) に包埋､
－20℃で凍結､ クライオスタットで約５μm の凍結切
片を作成し､ 以下の実験に使用した｡ 風乾後､ １％ウシ
血清アルブミン (BSA; WAKO) で非特異的反応をブ
ロックし､ 一次抗体としてウサギ抗 Connexin 43抗体
(Invitrogen) を用いて一晩抗原抗体反応を行った後､
PBS で５分間､ ３回洗浄した｡ 二次抗体として Alexa
Fluor 488標識抗ウサギ IgG 抗体 (Molecular Probes)
を用いて１時間抗原抗体反応後､ 蛍光顕微鏡 (波長488
nm; Carl Zeiss) で検索を行った｡

















新生児 (仔) 期 (出生直後､ 未授乳) の腸間膜では､
赤色に染色された部位は見られなかった (図３a, d)｡
７日齢では腸間膜の上腸間膜動静脈周辺に赤染された





ａ. 開腹部 ｂ. 拡大像を示している｡
図２ 成熟期の小腸腸間膜の肉眼的観察像 (試料採取後)
ａ. 小腸腸間膜 (固定前)､ ｂ. 小腸腸間膜 〈10％中性緩衝ホルマリン (pH7.4) 固定〉､
ｃ. 小腸腸間膜 〈オイルレッド O 染色〉 を示している｡
図３ オイルレッド O 染色した新生児 (仔) 期 (出生直後､ 未授乳)､ 乳飲期 (７日齢､ 14日齢) の小腸腸間膜 LM
像 (伸展標本)
a. 新生児 (仔) 期 (出生直後､ 未授乳) の空腸､ b. ７日齢の空腸､ c. 14日齢の空腸､ d. 新生児 (仔) 期



























図４ オイルレッド O 染色した離乳期 (21日齢)､
離乳後 (28日齢) の小腸腸間膜 LM 像
(全載標本)
a. 21日齢の小腸､ b. 28日齢の小腸を示
している｡
図５ オイルレッド O 染色した成熟期 (５週齢､ 11週齢､ 35週齢)
の小腸腸間膜
a. ５週齢の空腸､ b. 11週齢の空腸､ c. 35週齢の空腸､
d. ５週齢の回腸､ e. 11週齢の回腸､ f. 35週齢の回腸を示
している｡
図６ 新生児 (仔) 期 (出生直後､ 未授乳)､ 乳飲期 (７日齢､ 14日齢) の小腸腸間膜 LM 像 (Hematoxiline-eosin：
HE 染色)
a. 新生児 (仔) 期 (出生直後､ 未授乳) の空腸､ b. ７日齢の空腸､ c. 14日齢の空腸､ d. 新生児 (仔) 期




像が観察された｡ 21日齢､ 28日齢､ 成熟期の腸間膜で
は､ 腸間膜の上腸間膜動静脈周辺および腸管側に多数
の成熟した脂肪細胞が観察された (図７a‒e)｡
(4) half-Karnovsky で前固定し､ osmium tetroxide で
後固定した電子顕微鏡用試料を光学顕微鏡観察用に準




図７ 離乳期 (21日齢)､ 離乳後 (28日齢)､ 成熟期の小腸腸間膜 LM 像 (HE 染色)
a. 21日齢の空腸､ b. 28日齢の空腸､ c. 21日齢の回腸､ d. 28日齢の回腸､
e. 成熟期の小腸を示している｡ 挿入図：凍結切片にオイルレッド O 染色
図８ 新生児 (仔) 期 (出生直後､ 未授乳)､ 乳飲期 (７日齢､ 14日齢､ 16日齢) の小腸腸間膜 LM 像 (toluidine
blue：TB 染色)
a. 新生児 (仔) 期 (出生直後､ 未授乳) の小腸､ b. ７日齢の小腸､ c. 14日齢の小腸､ d. 16日齢の小腸を
示している｡ 挿入図：凍結切片にオイルレッド O 染色





駆細胞) と思われる細胞が観察された (図８b 矢印)｡
14日齢および16日齢の空腸の腸間膜では上腸間膜動静
脈周辺､ 回腸では上腸間膜動静脈周辺および腸間膜の
腸管側に､ 大型の脂肪滴が osmium tetroxide で固定
され､ toluidine blue に染まった脂肪細胞 (直径約50





















に Connexin 43の存在が認められたことから､ ギャッ
プ結合が存在し､ 脂肪細胞は乳飲期から互いにコミュ






図９ 乳飲期 (７日齢､ 14日齢) の脂肪芽細胞および脂肪細胞透過型電子顕微鏡 (TEM) 像 (酢酸ウラン､ 酢酸
鉛の二重染色)
a～c. 脂肪芽細胞､ d. 脂肪細胞を示している｡
図10 21日齢の脂肪細胞透過型電子顕微鏡 (TEM) 像 (酢酸ウラン､
酢酸鉛の二重染色)
a. 脂肪細胞 ､ b. 隣接する脂肪細胞の細胞膜を示している｡
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研究経費 機器備品 合 計
平成19年度 1,140,000 0 1,140,000
平成20年度 960,000 0 960,000












津田 博子 (TSUDA HIROKO) 栄養科学部・教授
共同研究者
中野 修治 (NAKANO SHUJI) 栄養科学部・教授
森山 耕成 (MORIYAMA KOSEI) 栄養科学部・教授 (平成20年度)
矢野 治江 (YANO HARUE) 栄養科学部・教授
今井 克己 (IMAI KATSUMI) 栄養科学部・准教授
寺澤 洋子 (TERAZAWA YOKO) 栄養科学部・准教授
近江 雅代 (OUMI MASAYO) 栄養科学部・講師
古賀里利子 (KOGA RIRIKO) 栄養科学部・助教
蒲原 朋子 (KAMOHARA TOMOKO) 栄養科学部・助手 (平成19年度)
中園 栄里 (NAKAZONO ERI) 栄養科学部・助手
山口 孝治 (YAMAGUCHI TAKAYOSHI) 栄養科学部・助手
相島英津子 (AISHIMA ETSUKO) 栄養科学部・常勤助手
小野 美咲 (ONO MISAKI) 栄養科学部・常勤副手 (平成19年度)
蒲池 桃子 (KAMACHI MOMOKO) 栄養科学部・常勤副手 (平成20年度)
林 梨恵 (HAYASHI RIE) 栄養科学部・常勤副手 (平成20年度)
※単年度のみの参加者については､ 括弧内に参加年度を示す｡
Search for the protective food components and
development of the life cycle-specific nutrition management
to prevent visceral fat accumulation and osteoporosis
研究成果の概要
内臓脂肪蓄積との関連が注目されている骨粗鬆症､ 血栓症､ 乳がんについて､ 予防・治療に有効ないくつかの候補食
因子を同定し､ その作用機序を検討した｡ 思春期､ 若年成人期､ 中年成人期の女性を対象として､ 内臓脂肪蓄積と骨強
度低下の要因がライフステージで異なること､ 介入研究にて咀嚼と高ヒスチジン食の同時負荷が内臓脂肪削減に有効で
あることを明らかにした｡ さらに､ 栄養指導のための栄養アセスメント技法として食事調査法の妥当性を検討し､ 要介
護高齢者の体重推定式を作成した｡
研 究 分 野：健康と食生活
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リド (LCT) よりも MCT 摂取が推奨されている｡
MCT の過剰摂取の影響を明らかにする目的で､ 成熟期
ウィスター系雄性ラットに高脂肪食 (高 MCT 食または
高 LCT 食) を８週間投与した｡ 飼育終了後､ いずれの
群においても体重増加､ 肝 TG 濃度､ 血中 TC 濃度およ
び内臓脂肪量に差はみられなかったが､ 血中 TG 濃度は
飼育開始４週以降､ 高 MCT 食群が高 LCT 食群に比し､
高い傾向を示した｡ このことから､ MCT の過剰摂取は
飼育期間が長期化するに従い､ 血中 TG 濃度の上昇をき
たすものと考えられる｡ また､ 低頻度ではあるものの､
高 MCT 食群において､ 典型的脂肪肝および肝 TG 濃度
の上昇がみられたことは､ 成熟期に対する MCT の過剰
摂取が肝臓への脂肪沈着を招く可能性は否定できない｡





因子 mRNA 発現に作用し､ 低 Ca 食投与成長期雌ラッ
トの海綿骨の骨梁微細構造を改善し､ 骨吸収マーカーを
低下させることを明らかにしてきた｡ そこで､ ヒト骨肉
種由来株化骨芽細胞 MG‒63に MAP キナーゼカスケー
ドの阻害剤 (SB203580：p38 MAPK inhibitor, SP6001
25：JNK inhibitor) を添加､ 30分後にゲラニオールを
添加し､ 定量的 RT‒PCR 法にて､ bone morphogenetic
protein‒2 (BMP‒2)､ osteoprotegerin(OPG)､ matrix
プロジェクト研究 研究成果報告書 第１号
－ 22 －
Gla protein (MGP) mRNA 量を定量した｡ その結果､
ゲラニオールは p38 MAPK を介して BMP‒2および
OPG mRNA 発現を増加させ､ JNK を介して MGP
mRNA の発現を抑制していることが示唆された｡ 今後､




赤ワインに含まれる植物 estrogen の resveratrol が株
化肝細胞 Hep G2細胞の血液凝固制御因子プロテイン S
(PS) の発現を estrogen receptor (ER) を介さずに抑
制することを明らかにしてきた｡ そこで､ resveratrol
の PS 発現抑制の機序解明を試みた｡ Resveratrol は
Hep G2細胞の細胞内 PS 発現および培養上清中への PS
分泌を濃度依存的に抑制した｡ PS mRNA 発現も抑制
したが､ C4BP‒ とプロテイン C の mRNA 発現に影響
を与えなかった｡ Resveratrol による PS mRNA 発現抑
制は MEK､ p38､ JNK､ protein kinase C のいずれの
inhibitor の影響をうけなかった｡ Resveratrol と同じ
stilbene 系化合物 のうち､ piceatannol と rhaponticin
は rPS mRNA 発現を抑制したが､ stilbene は影響を与
えなかった｡ したがって､ resveratrol による PS
mRNA 発現抑制は､ ER や MEK などの細胞内情報伝達










異なる２つの乳癌細胞 MCF 7(ER＋)､ SK‒BR‒3(ER－)
はともアディポネクチンを投与しても無添加と比較して
細胞増殖に有意差はなかった｡ 動物実験：乳がん誘導発
癌剤 Ethyl Methane Sulfonate (EMS) を経口投与開
始後36週での乳がん発症数は OLETF ラット0/20匹､













４ 回 膜 貫 通 蛋 白 MS4A (membrane-spanning 4-
domain family, subfamily A) は､ ヒトとマウスでは少
なくとも26種類あるタンパク質ファミリーであるが､ い















高 塩 濃 度 下 で フ ィ ラ メ ン ト 化 す る Salmonella
Paratyphi A S602株 (臨床分離株) についてそのメカ
ニズムを調べた｡ S602株は400 mM NH４Cl 添加で最も
強く多核のフィラメントを形成した｡ さらに､ 塩を添加
していない培地上でこのフィラメントは通常の分裂増殖
が起こした｡ 遺伝子解析の結果 S602株には RpoS の52
番目のグルタミンが終始コドンになる変異が見られた｡
しかし､ wild type の rpoS をノックアウトした株では
フィラメント化は起きず､ さらに人工的に S602と同様
の変異を起こした株でもフィラメント形成は起こらなかっ
た｡ よって､ このフィラメント化は rpoS の変異が直接
的な原因ではないことが示唆された｡ 一方､ S602株の









態調査を行い､ 踵骨音響的骨評価値 (OSI) との関連性
を検討した｡ その結果より､ OSI に影響を与える因子と
して､ 肥満度､ 体重､ 腹囲および月経の有無が挙げられ
た｡ この内､ 月経の有無については､ 月経有り群では第
二次性徴を促進するエストロゲンの分泌により骨吸収が
抑制され､ OSI の上昇がみられたと考えられた｡ 尚､
OSI と腹囲との関連で相関が得られたことは特徴的な結
果だと思われる｡ さらに高学年への推移に伴う OSI の
増加から､ 思春期は OSI 獲得の途上にあることが推察
内臓脂肪蓄積､ 骨粗鬆症を標的にした防御的食因子の基礎的機序解明とライフステージ別栄養指導法の確立
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された｡ 運動との関連では､ インパクト運動､ 即ち骨へ
の刺激が強い運動において OSI の増加に有効であるこ








により､ 18歳時の OSI が最も高値であり18歳以前に最
大骨量となることが分かった｡ 18～19歳での OSI 減少




















調査法 (FFQ 中村)､ １日間の目安記録法]､ 生活状況
調査､ 既往歴､ 服薬歴について調査した｡ 身体計測とし
て､ 身長､ 体重､ 腹囲､ 右足踵骨音響的骨評価値 OSI
を測定､ 血液生化学検査は､ LDL コレステロール､
HDL コレステロール､ 中性脂肪､ AST､ ALT､  ‒GTP､
空腹時血糖､ HbA1c､ NTX､ アディポネクチン､ ビタ








３日間毎食､ 食前に咀嚼用試験食 (鰹キューブ20g) を
10分間咀嚼させた後､ 摂取量を制限せず自由に食事を摂
取させところ､ 対照食に比べて内臓脂肪面積が有意に減










⑪食物摂取頻度調査 (FFQ 中村) の妥当性・再現性の
検討
本学健康増進センターで開発した食物摂取頻度調査
(FFQ 中村) は１週間分の食事内容を平均化し､ １日分
の栄養素等摂取量を算出する｡ FFQ 中村の妥当性と再
現性を確認するため､ 栄養科学部４年生女子学生100名
を対象者として､ 同時期に FFQ 中村と１週間の食事記
録法 (目安量法) を実施し､ 両法を比較検討した｡ また､
サンプル献立 (11例) を用いて､ FFQ 中村の精度の検
定を行った｡ カリウム､ レチノール当量､ ビタミン B１
摂取量については､ 両法に有意な相関が得られた｡ また､
栄養素等摂取量の平均値の比較では､ たんぱく質､ カリ
ウム､ ビタミン B１､ 食塩摂取量は両法で有意差を認め
なかったが､ エネルギーおよびそれ以外の栄養素摂取量
は FFQ 中村の結果が目安量法に比べて有意に高値であっ
た｡ FFQ 中村によるサンプル献立の評価では､ たんぱ










REE 実測は普及しておらず､ 実際には Harris-Benedict











周囲径 (r=0.891､ p<0.0001)､ 年齢 (r=0.779､ p<0.0001)､
CC (r=0.614､ p<0.0001) の順に高い相関を示した｡ 女
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性はウエスト周囲径 (r=0.806､ p<0.0001)､ TSF (r=
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― The improvement of the bowel movement on Japanese medicated diets and
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保育所幼児は､ 就寝時間が遅い､ 朝食の欠食､ 濃い味を好むなど生活習慣における問題点が示唆された｡ 特に､ 早寝､
朝の排便時間があるなど､ 規則正しい生活習慣のある幼児の方が快便であることが明らかとなった｡ 日本型薬膳摂取前
後の排便回数については有意差は認められなかったが､ 排便の目安量のスコアについては､ 摂取前に比べて､ 摂取後の
排便量は５％レベルで有意に高いことが示唆された｡
対象である幼児30名のうち､ 肥満度が15％以上の者は10％であり､ 咀嚼スコアの算出において､ 摂取可能食品30食品
のテクスチャー試験による硬さと摂取難易度間には高い相関がみられ､ 食品の選択の妥当性が確認された｡ また､ 摂取
可能食品の調査から算出される咀嚼スコアは咬合力を反映するものであり､ これらは幼児の総合的な咀嚼力の数値化を
可能とした｡ 本研究の対象者に肥満児が少なかったため､ 今後､ さらにライフステージ毎に調査を重ねて排便および咀
嚼に関する食行動と肥満との関係を明らかにしていきたい｡
研 究 分 野：














































研究は､ 町長､ 役場の総務課､ 住民課､ 産業振興課､














寝時刻､ 朝食および夕食の時刻､ 朝食の摂取頻度､ 食の
教育､ 料理の咀嚼､ 料理の味付け､ 食べる量､ お箸の使






５品､ 野菜類33品､ 大豆類８品等計141品であり､ 頻度














排便習慣調査票の項目は､ 便秘の意識､ 排便回数､ 量､
時間､ 時刻､ 朝の排便する時間の有無､ 便の硬さ､ 形状､













析ソフト Excel 統計2006far Windows を用いて､ クロ






















(感圧紙法) を用い､ オクルーザー (FPD-707) で咬合
力 (N)､ 面積 (mm２) を測定し解析を行った｡
４. 肥満度 (％) の算出
肥満度 (％) の算出は､ 幼児の身長､ 体重から肥満度
[(実測体重－標準体重)／標準体重×100]を表した｡ ま








統計解析は SPSS16.0J (SPSS Inc., Chicago, USA)









１) 対象者の年齢別､ 性別､ 身体状況
本研究の対象者は保育所幼児121名中､ 同意が得られ
た99名 (81％) である｡ 身体状況では身長､ 体重そして



















































































あった｡ 問１.の食べる速さについては ｢遅い｣ が最も
多く47％を占めていた｡ 問２.の食事時間では20分間以
上が97％を占めていた｡ 問３.の丸飲みをする頻度では
















Ⅰ群：プリン､ ゆでたキャベツ､ 人参の煮物､ バナナ､ 里
芋の煮物､ まぐろの刺身
Ⅱ群：いちご､ 佃煮昆布､ 田舎こんにゃく､ 水炊きの鶏肉､
かまぼこ､ ロースハム
Ⅲ群：鶏のから揚げ､ りんご､ キャベツの千切り､ 焼き鳥､
肉じゃがの牛肉､ 揚げせんべい
Ⅳ群：豚の生姜焼き､ らっきょう､ とんかつ､ イカの刺身､
おかき､ ピーナッツ






















































①三成由美, 緒方愛子, 山口祐美, 田中美沙, 徳井教孝：
日本の自動車製造会社における交替勤務者の体質と栄
養素摂取との横断研究. 中村学園大学薬膳科学研究所
研究紀要 第１号, 35‒45, 2008 査読有
②三成由美, 福本あずさ, 酒見康廣, 内山文昭, 徳井教
孝：児童を対象にした日本型薬膳食育プログラムの開
発と評価. 中村学園大学薬膳科学研究所 研究紀要
第１号, 47‒58, 2008 査読有
③徳井教孝, 三成由美, 緒方愛子, 内山文昭：中国医学
の体質分類と肥満度, 血液生化学検査に関する横断研
究. 中村学園大学薬膳科学研究所 研究紀要 第１号,
27‒33, 2008 査読有
④米田妙子, 時藤亜衣, 松嶋康之, 高橋真紀, 吉岡慶子,
蜂須賀研二：嚥下食レベルからみた嚥下障害治療食の
テクスチャー特性. 日本摂食・嚥下リハビリテーショ
ン学会雑誌, 382, 2008 査読有
[学会発表] (計６件)









③冷紅, 田島朋代, 緒方友美, 小島朝子, 時藤亜衣, 吉
岡慶子：咀嚼・嚥下困難者のための野菜料理における
テクスチャー特性と嚥下食献立への展開. 日本調理科

























研究経費 機器備品 合 計
平成19年度 1,740,000 0 1,740,000
平成20年度 1,710,000 0 1,710,000









































田村 知子 (TAMURA TOMOKO) 栄養科学部・講師
共同研究者
萩尾久美子 (HAGIO KUMIKO) 栄養科学部・准教授 (平成20年度)
村上 正代 (MURAKAMI MASAYO) 栄養科学部・准教授 (平成19年度) 研究グループ代表者
※単年度のみの参加者については､ 括弧内に参加年度を示す｡
A research and development of a novel and systematic education
methodology aimed for health promotion of elementary school children
研究成果の概要
本研究は､ 将来的に本学部各研究グループの研究成果を､ 児童におけるメタボリックシンドローム予防・対策に汎用
することを目指し､ 小学校における健康教育の可能性と課題を明らかにした｡ 児童の肥満は増加傾向にあり､ 児童期か
らのメタボリックシンドローム予防の必要性が指摘されている｡ 学校の健康教育に期待がかけられるが､ 現時点では十
分に実施されているとは言い難い｡ 健康教育は､ 児童の身体に関わる点､ 現時点で健康である児童にとっては課題意識
をもちにくい点､ 家庭環境の影響が大きい点､ 専門性が求められる領域である点など､ 特有の困難さがみられる｡ それ
らの課題を乗り越えるためには､ カリキュラム化､ 担任と養護教諭や栄養教諭との協働､ 家庭との連携など､ 学校全体
に関わるカリキュラムマネジメントが必要である｡























し､ 生活科や社会科､ 理科､ 家庭科などの教科および
道徳の関連内容において､ あるいは総合的な学習の時
間の課題 (福祉・健康が例示されている) として､ あ
るいは特別活動 (学級活動や学校給食) において､ 取
り組むことができる｡ 教育内容は､ 従来は早期発見､
早期治療という二次予防に関わる内容が多かったのに










践主体の適任性 (担任､ 養護教諭､ 栄養教諭・学校栄

































③総合的な学習の時間と教科等 (体育､ 家庭科､ 道徳






























②田村知子 ｢研究が根づいた組織文化｣ 『教職研修』 ４
月号, 教育開発研究所, 89‒93頁, 2007年
③田村知子 ｢すぐれた実践を支えるカリキュラムマネジ




校マネジメント７月号, 明治図書, 44‒45頁, 2008年
⑤田村知子 ｢堅実なカリキュラムマネジメントが特色を















①Tomoko Tamura, English Education at the Elemen-
tary School Level, In: The Japanese Association for
the Study of Educational Administration (eds),
Educational Administration and Management in








研究経費 機器備品 合 計
平成19年度 400,000 0 400,000
平成20年度 250,000 0 250,000









































山根 一文 (YAMANE KAZUFUMI) 栄養科学部・教授
共同研究者
木原美樹子 (KIHARA MINAKO) 人間発達学部・准教授
本間 学 (HOMMA MANABU) 栄養科学部・准教授
トーマス・ケイトン (THOMAS CATON) 短期大学部キャリア開発学科・講師
Making a Dictionary of English Vocabulary and Expressions for
Nutritionists and the Corpus
研究成果の概要
本研究では､ 食材名 (ex. cucumber, veal)､ 栄養素名 (ex. carbohydrate, vitamin)､ 生活習慣病を表す語 (ex.
obesity, diabetes)､ さらには､ 料理用語 (ex. toast, grill)､ 味覚表現 (ex. astringent, full-bodied) などにいたるまで､
栄養に関係するあらゆる領域の英語語彙を収集し､ それに実際の場面での表現を付した ｢栄養英語語彙・表現辞典｣ の
作成を行なった｡ そして､ これらのデータをコーパスとしても作成した｡
実際には､ 上記の辞典及びコーパスを基に､ 『｢食と栄養｣ 英語活用辞典』 のタイトルで英光社から出版した｡
研 究 分 野：英語教育､ 英語学､ 情報工学
キーワード：英語､ 辞典､ 栄養学､ 食､ レシピ､ 味覚
４. 研究成果
(1) 『｢食と栄養｣ 英語活用辞典』 のタイトルで､ 英光社
より出版した｡ この辞典は三部から構成されている｡
合計で3,530語を掲載している｡
Part１は ｢食｣ ｢栄養｣ ｢栄養学｣ に関連した語彙か





□ abalone 《貝類》 アワビ (鮑)
□ abdomen 《解剖》 腹､ 腹部
□ ablactation 離乳
□ abnormal pregnancy 《医学》 異常妊娠
□ absolute alcohol 《化学》 無水アルコール
Part２は､ レシピにおいて使用頻度の高い動詞と副






・Add the flour to the eggs, stirring continu-
ously. (絶えずかき混ぜながら小麦粉を卵に加え
る)
□ allow A to B A を B にさせておく
・Allow the mixture to set for about 2 hours.
(混ぜた物を約２時間置いておく)
□ arrange 盛りつける
・Arrange the vegetables neatly on the plate.
(皿に野菜をきれいに盛りつける)
□ bake 〈オーブンで〉 (パン・菓子などを) 焼く
・Bake the cookies for 10 to 15 minutes in a pre-
heated oven. (クッキーを予熱したオーブンで10
分から15分焼く)
□ baste (肉・魚などを) 〈あぶりながら〉 たれ
[バター] をつける





・Cut the cake across into pieces. (ケーキを横
に切る)
□ briefly さっと
・Briefly saut e the mushrooms before adding
them to the salad. (サラダに加える前にマッシュ
ルームをさっと炒める)
□ by handfuls 一握りずつ
・Add the cheese by handfuls. (チーズを一握り
ずつ加える)
□ coarsely 粗く､ 大ざっぱに
・Chop the mushrooms coarsely. (マッシュルー
ムを粗切りする)
□ crosswise 斜めに




□ bottle opener せん抜き
□ bowl ボール､ 椀 (わん)
□ cake pan ケーキ型







□ 味 [味わい／風味] がある
・A local beer has its own distinctive taste. (地
ビールには独特の味わいがある)
・This soup has a rich flavor. (このスープは豊
かな風味がある)
・The chicken was succulent and savory. (その
鶏肉は肉汁が多くて味がよかった)
・This new tea is very flavory. (この新茶はとて
も風味がある)
□ 味 [風味] がない
・This steak is overdone and tasteless. (このス
テーキは焼き過ぎて味がしない)
□ あつあつ
・The piping hot gratin is really out of this
world. (あつあつのグラタンはやっぱり最高だ)
・I longed for a bowl of steaming hot Japanese
udon during the stay in England. (英国に滞在
中､ あつあつの日本のうどんが恋しかった)
□ あっさり
・The bread had light garlic taste. (パンはあっ
さりしたニンニク味だった)
・I like a plain home-made dish. (あっさりした
家庭料理が好きだ)
□ 後味
・This beer has a good aftertaste. (このビール
は後味がいい)








①山根一文, 木原美樹子, 本間学, トーマス・ケイトン.









研究経費 機器備品 合 計
平成19年度 630,000 0 630,000
平成20年度 900,000 0 900,000
合 計 1,530,000 0 1,530,000






相良 康弘 (SAGARA YASUHIRO) 人間発達学部・教授
共同研究者
島内 博行 (SHIMAUCHI HIROYUKI) 人間発達学部・教授
新ヶ江登美夫 (SHINGAE TOMIO) 人間発達学部・教授
福田 伸光 (FUKUDA NOBUMITSU) 人間発達学部・教授
笠原 正洋 (KASAHARA MASAHIRO) 人間発達学部・准教授
宮坂 明 (MIYASAKA AKIRA) 人間発達学部・准教授
ブリテン, J.B. (BRITTEN, J.B.) 人間発達学部・講師
吉松 遊佳 (YOSHIMATSU YUKA) 人間発達学部・助教
泊 羊子 (TOMARI YOUKO) 人間発達学部・助手
田村 孝洋 (TAMURA TAKAHIRO) 人間発達学部・助手
Elucidation of the actual state of academic ability of the students in the
Faculty of Human Development of Nakamura Gakuen University, in order
to construct an education program for the students with low academic
ability: A comprehensive survey of the forms of the entrance examination,
the initial academic level, and the acquired academic ability of the students.
研究成果の概要
(1) 入学試験様式の違いと大学での基礎学力および入学後学力との関連について
１年次生については､ 2007年度､ 2008年度とも､ 幼児発達学専攻・児童発達学専攻ともに､ 試験入学生の方が推薦入
学生に比べて基礎学力テストの平均点が３科目 (英・数・国) とも有意に高く､ １年次末の GPA 平均値も高かった｡
特に英語の成績が高いほど大学初年次の GPA は有意に高い｡ しかし統計解析の結果､ 入試様式の違いは GPA に影響
せず､ 基礎学力テストの英語と学生の動機づけ要因が GPA の高さを有意に予測していた｡ ２年次末の GPA について
は､ １年次の GPA がほとんど規定していた｡
(2) 音楽系科目の入学前経験､ 入学後の練習状況､ 課題達成度の関連および教育方法の提案について
2007年度および2008年度人間発達学部入学生を対象に実施した入学前の音楽経験についてのアンケート調査ならびに
以前からの調査結果を分析した結果､ 近年の ｢楽譜が読めない｣ 学生の増加は､ 小・中学校における音楽科の授業時数






育現場に即した活用技術に関しては未熟であった｡ コンピュータリテラシー教育の教科書を執筆 (分担) し､ コンピュー






























・笠原班 (班長：笠原､ 班員：相良､ 島内､ ブリテン､
田村)：入学試験様式の違いと大学での基礎学力お
よび入学後学力との関連




















































研 究 分 野：学生教育､ 一般教育
キーワード：(1) 基礎学力､ (2) 動機づけ､ (3) GPA､ (4) 音楽能力育成のあり方､ (5) 練習と修得状況の相関関係､




























伊田 (2003) の尺度を因子分析した結果､ 伊田が見出
した因子は得られなかった｡ そのため､ 本研究では､ 伊
田 (2003) が開発した心理尺度20項目 (５因子×４項目)
の各評定平均値を分析に利用した｡
【学生の学習スキル (学生の教員に対する援助要請行動)】
質問行動 (援助要請､ HS; help-seeking) スキルを測
定した｡ 因子分析の結果､ ３因子が抽出された｡ 第１因
子は ｢HS 回避因子｣ ( =.82)､ 第２因子は ｢依存的 HS









































年度 入試様式 専 攻 国 語 数 学 英 語 GPA
2007
推薦
幼児発達学 59.16±11.57 40.96±18.97 53.36±16.98 2.56±0.43
児童発達学 59.06±12.27 42.13±16.42 52.00±18.69 2.38±0.38
一般
幼児発達学 67.04±10.52 44.34±18.72 69.47±13.63 2.75±0.32
児童発達学 60.63±13.80 54.06±20.18 64.48±15.57 2.56±0.52
2008
推薦
幼児発達学 59.14±14.81 37.43±16.85 48.83±17.12 2.85±0.34
児童発達学 54.76±15.57 37.52±17.99 43.12±19.67 2.12±0.53
一般
幼児発達学 62.04±11.69 50.17±18.98 64.73±17.00 2.89±0.32
児童発達学 62.09±11.82 49.37±18.92 66.44±16.70 2.55±0.53





属間の GPA スコアに有意差が認められるが､ 2008年度
にかけてその差がさらに顕著になったことが示された｡












・2008年度１年次生 (08PE)：学生の GPA に直接的に
影響を与えた要因は､ 基礎学力テストの英語 (β=.22)､
教員の遂行構造 (β=－.31)､ 教員の熟達構造 (β=
.17) であった｡ また､ 英語 (β=.22) と教員の遂行構
造 (β=.27) と熟達構造 (β=.16) が学生の遂行志向
を強め､ その遂行志向の高さが GPA に影響していた
(β=.27)｡
・2007年度１年次生 (07PE)：学生の GPA に直接的に
影響を与えた要因は､ 基礎学力テストの英語 (β=.20)
と国語 (β=.16) であった｡ また､ 教員の遂行構造
(β=.－15) と熟達構造 (β=.42) が学生の熟達志向に
影響し､ その熟達志向が GPA に影響していた (β=
.32)｡
【科目認知：１年次の興味価値を予測する要因】
・2008年度１年次生 (08PE) ：熟達構造 (β=.41)､ 熟
達志向 (β=.27) が教科目の認知である興味価値 (内
発的意欲) を強めていた｡ 一方､ 遂行志向 (β=－.12)
と推薦入試制度 (β=－.14) が興味価値を弱めていた｡
・2007年度１年次生 (07PE)：熟達構造 (β=.42)､ 熟
達志向 (β=.43) が教科目の認知である興味価値 (内















・2007年度１年次生 (07PE)：熟達構造 (β=.16) と熟








年次の07GPA (β=.82) が高いほど08GPA も高い｡ ほ










熟達構造 (β=.39)､ 熟達志向 (β=.43) が教科目の
認知である興味価値 (内発的意欲) を強めていた｡
【学習に対する態度：質問構成力不足】























































































め､ その熟達志向の向上が GPA を有意に向上させる｡












・大学２年次となった学生では､ 2007年度 (１年次) の
GPA が2008年度 (２年次) の GPA をほとんど規定
していた｡ 影響力はそれほど強くはないが､ 一般入試
が GPA を高めることがわずかに認められた｡ また間
接的には､ 2007年度 (１年次) の GPA と遂行構造が
学生の遂行志向を強め､ その遂行志向の高さが2008年























There are a number of useful observations
stemming from the written work. The first is that most
errors were common to most learners, and that most
errors were not serious enough to impede comprehen-
sion. Examples of the most common errors and cor-
rected examples are shown in Table １-２ (表１-２).
１) The ar ticles ‶a," ‶and," and ‶the" are notoriously
frustrating for English learners worldwide, and noto-
riously difficult to teach. Articles do not exist in
Japanese, which makes comprehension particularly
difficult. There are several variations on article
errors. Only extensive practice can bring learners to
the ELF standard.
２) The most common error, by far, is substitution of
nouns for adjectives. This error is reinforced by
common public examples of the error on documents
and signs. Examples include the phrase ‶Safety
Driver" printed on drivers' licenses (‶Safe Driver"
would be correct), and ‶Freshness Burger" (‶Fresh
Burger(s)" would be correct).
３) Because Japanese nouns do not have singular/plu-
ral forms, long-term improvement depends on
practice and memorization of correct patterns.
４) This category of error is very common. Long-term
improvement is contingent upon practice and memo-
rization of correct patterns.
５) The first example is the most likely to interfere
大学生の低学力世代に対する学力向上プログラムの策定に向けた学力実態の解明
－ 51 －
The most common errors Corrected examples
１)
Articles
I am student at the Nakamura University.
I have dog at home.
He is very big dog.
I am a student at Nakamura University.
I have a dog at home.
He is a very big dog.
２)
Parts of Speech
I was very happiness.
I want to get marriage when I am twenty-five.
This was very enjoy class.
I am very interesting in foreign culture.
I was very shocking.
This class was enjoying very much.
I was very happy.
I want to get married when I am twenty-five.
This was a very enjoyable class.
I am very interested in foreign culture.
I was very shocked.




I have many dictionary at home.
My two friend work at the same restaurant.
I learned many vocabularies.
I don't know much English word.
I have many dictionaries at home.
My two friends work at the same restaurant.
I learned much vocabulary.
I don't know many English words.
４)
Prepositions
I enjoy talking everyone.
He work a restaurant.
I enjoy talking to/with everyone.
He works in a restaurant.
５)
Word Order
What do you like ice cream?
I am happy very much.
How many do you have books?
What〈kind of〉ice cream do you like?
I am very happy.
How many books do you have?
６)
Verb Errors
My life is no good future.
My girlfriend has very funny.
I enjoy to speak English in this class.
My life has no good future/ My future life will
be no good.
My girlfriend is very funny.





I want to buy a new my car; I want to live in
a big my house.
I bought a new shatsu yesterday.
I am parto. It's Kentucku.
I want to buy a new car.
I want to live in <a> <my own> big house.
I bought a new shirt yesterday.




with communication, because it might be interpreted
variously as ‶Do you like ice cream?" or ‶Why do you
like ice cream?" or ‶What? Do you like ice cream?"
The salient point, again, is that the only efficient way
to deal with such errors is to give learners correct
examples and require them to memorize the
examples.
６) Some errors of this kind interfere with comprehen-
sion. Even those that allow comprehension are unac-
ceptable in the ELF standard. Again, encouraging
learners to memorize correct ‶building blocks" is the
most efficient way to help them.
７) In considering ‶Japanized English," one must keep
in mind that the number of non-native users of
English now exceeds the number of ‶native" or
‶inner circle" English speakers. Educators are thus
faced with many interesting challenges regarding
correction of ‶errors." The growing emphasis on ELF
standards may make educators' decisions somewhat
easier. Nevertheless, educators and learners must
accept the reality of World Englishes, and consider
the possibility of gradual co-evolution of a new global
language developing from a scaffolding of various
kinds and levels of English. The best way of dealing
with such issues, in my opinion, is to identify non-
standard language use, and encourage learners to
make adjustments.
The author has recommended several times in the
past that the most motivated second-year learners be
offered the option of further English conversation
and/or communication study in the third and/or fourth
year. Learners have asked the author about such oppor-
tunities on several occasions in the past, and he has
mentioned this on several occasions to tenured decision-
makers.
In the past academic year, about ten percent of all
learners --- approximately 30 learners --- demonstrated
sufficient aptitude and appropriate attitude to take such
lessons, which the author would recommend be offered
on a competitive basis. The number of highly motivated
second-year learners has been, in his observation, con-
sistent at about ten percent during the entire 16 years
he has taught at Nakamura University. For such
learners, project-oriented learning might be very re-
warding in terms of learner autonomy, learner develop-
ment, and lifelong ‶learning how to learn" skills
development.











から ｢音楽Ⅰ器楽｣ ｢音楽Ⅱ器楽｣ と順に難易度を増す
ものである｡
｢基礎器楽｣ は､ ｢音楽Ⅰ器楽｣ ｢音楽Ⅱ器楽｣ を修得
するために重要な科目として位置づけて指導しているが､
近年､ 学生の持つ音楽的知識や力の低下を感じている｡






















２) である｡ これをみると､ ３年以上習っても初歩の段




関係､ 練習の充実度 (学生本人の意識)､ 練習頻度及び
時間について調査を行った｡
まず､ ピアノの経験年数と成績の関係について調べた










て調査した結果､ 2007年度､ 2008年度とも ｢充分練習し
た・適宜練習した｣ と答えた学生は約70％､ ｢少し練習








みると､ 実技ランク CD の学生のうち､ 入学前進度Ⅰ・
Ⅱ学生は､ １週間に平均4.3日・１日あたり78.5分 (薄い
網掛部分平均値) であったが､ 入学前進度がⅢ～Ⅴの学







年 度 学生数 ピアノを習った経験の無い者 初歩課題から開始の者
2003 175名 21.7％ 50.9％
2004 175名 24.6％ 68.6％
2005 181名 23.2％ 64.6％
2006 220名 21.4％ 65.5％
2007 219名 18.7％ 65.8％
2008 242名 28.1％ 69.0％
表２－１ 初歩者の割合
入学前のピアノ経験年数 (以上～未満)
０年 １年未満 １～３年 ３～５年 ５～８年 ８～10年 10年以上
2007年度 41名 21名 16名 ４名 ４名 １名 ０名








D C B A D C B A
Ⅰ：経験なし 15名 26名 ０名 ０名 41名 33名 32名 ３名 ０名 68名
Ⅱ：バイエル初歩程度 ８名 36名 １名 ０名 46名 ５名 45名 ２名 ２名 54名
Ⅲ：バイエル後半～
ブルクミュラー程度
２名 56名 14名 ２名 74名 １名 54名 ８名 ２名 65名
Ⅳ：ソナチネ程度 ０名 18名 16名 ５名 41名 １名 19名 12名 ５名 37名

















入学後､ 最初の科目である ｢基礎声楽｣ において､ 入
学前の音楽学習の状況についてのアンケートを毎年行っ











答は､ 例年３割の ｢有｣ で推移している｡ このことから










実 技 ラ ン ク
D C B A
日/週 分/日 日/週 分/日 日/週 分/日 日/週 分/日
Ⅰ：経験なし 3.6 80.5 4.6 76.7 3.8 58.3
Ⅱ：バイエル初歩程度 4.4 86.2 4.4 69.2 3.5 45 2.5 60
Ⅲ：バイエル後半～
ブルクミュラー程度
3.5 57.5 4.1 65.2 4.3 57.5 3.6 60
Ⅳ：ソナチネ程度 4.3 46.2 4.3 61.5 4.5 67.8
Ⅴ：ソナタ程度 3.8 49.1 4.4 52.4 4.4 61.5
表２－５ 新入生の音楽学習状況
到 達 度
入 学 年 度
1999年度 2000年度 2001年度 2002年度
楽譜を見て正確に歌える 3.4% 0% 0% 0%
楽譜を見てだいたい歌える 15.3% 14.5% 11.9% 16.1%
楽譜を見て少しなら歌える 37.2% 45.5% 42.2% 34.7%
楽譜は読めるが､ 歌えない 35.6% 27.3% 34.0% 29.8%
楽譜が読めない 8.5% 12.7% 11.9% 19.4%
1977年度 1989年度 1998年度 2008年度
第１学年 70時間 70時間 45時間 45時間
第２学年 70時間 35～70時間 35時間 35時間




















｢基礎声楽｣ ｢音楽Ⅰ声楽｣ においては､ 正確に歌える
(音程・リズム等) ことを目標に､ それぞれ27曲のコー
ルユーブンゲン課題を各授業２～３曲のペースで行って











と D は ｢優→優｣ と順当な成績､ B と C は努力不足の









少するなどは､ 当然の結果といえよう｡ 注目すべきは Q
















成 績 基礎声楽練習時間 音楽Ⅰ声楽練習時間
合 計
基礎声 音Ⅰ声 練習室 自 宅 小 計 練習室 自 宅 小 計
A 優 優 10：50 11：40 22：30 12：10 13：35 25：45 48：15
B 良 良 7：20 2：30 9：50 3：50 10：00 13：50 23：40
C 良 良 7：00 9：45 16：45 3：00 14：15 17：15 34：00
D 優 優 10：40 10：33 21：13 8：35 8：07 16：42 37：55
E 優 再可 20：00 16：00 36：00 28：00 21：00 49：00 85：00
F 良 再可 1：20 18：20 19：40 0：20 18：20 18：40 38：20
G 良 再可 15：25 20：55 36：20 22：05 30：00 52：05 88：25
H 優 再可 9：50 16：00 25：50 11：50 23：50 35：40 61：30
I 良 良 5：55 4：45 10：40 9：10 3：10 12：20 23：00
J 良 失格
K 良 再可 10：00 15：10 25：10 11：00 8：55 19：55 45：05
L 良 再可 1：10 17：45 18：55 10：20 21：00 31：20 50：15
M 良 再可 4：50 22：00 26：50 1：00 14：40 15：40 42：30
N 良 再可 1：10 10：15 11：25 0：35 6：55 7：30 18：55
O 良 良 3：00 15：40 18：40 4：10 7：35 11：45 30：25
P 良 再可 8：15 25：30 33：45 6：30 51：30 58：00 91：45
Q 可 良 2：30 8：10 10：40 3：20 38：00 41：20 52：00
R 再可 良 6：20 6：40 13：00 25：40 9：20 35：00 48：00
(単位は○○時間：△△分)
＊A～R：サンプルとした学生､ 基礎声：基礎声楽､ 音Ⅰ声：音楽Ⅰ声楽































教科 ｢情報｣ が新設され ｢情報 A｣､ ｢情報 B｣､ ｢情報 C｣
の科目から選択必修となった｡ この ｢情報｣ を学習して
きたのが2006年度の入学生からである｡ このため､ 高等
学校の授業でパソコンを利用した学生は､ 05E が約60％､












めに､ 学内のホームページで稼動する ｢動画ヘルプ｣ の
教材を作成し､ 本学の職員や学生を対象としたパソコン











専攻 旧 専 攻 新 専 攻
年度 1998 1999 2000 2005 2006 2007 2008




























育の必要性はある｡ 実際､ ｢情報処理｣ の授業評価 (2007
年度) では ｢この授業を受講して学力､ 知識が向上した｣
｢この授業は､ 総合的にみて有益であった｣ の評価項目
では両方とも７割以上が ｢５. そう思う｣ であり､ ｢２.




めに､ 学内のホームページで稼動する e-learning ｢動画
ヘルプ｣ の教材 (Excel) を作成した｡ また､ アンケー
ト調査やこれまでの授業内容より､ 教科書を作成した｡
新ケ江が分担担当したのは ｢PowerPoint によるプレゼ
































研究経費 機器備品 合 計
平成19年度 1,680,000 0 1,680,000
平成20年度 850,000 0 850,000




































財部 忠夫 (TAKARABE TADAO) 流通科学部・教授
共同研究者
浅岡 由美 (ASAOKA YUMI) 流通科学部・教授 (平成20年度)
安部 文彦 (ABE FUMIHIKO) 流通科学部・教授 (平成19年度)
甲斐 諭 (KAI SATOSHI) 流通科学部・教授 (平成20年度)
片山 富弘 (KATAYAMA TOMIHIRO) 流通科学部・教授
佐原 寛二 (SAHARA KANJI) 流通科学部・教授
新 茂則 (SHIN SHIGENORI) 流通科学部・教授
西岡 弘晃 (NISHIOKA HIROAKI) 流通科学部・教授 (平成19年度)
朴 晟材 (PAK SUNGJAE) 流通科学部・准教授
秋本 昌士 (AKIMOTO MASASHI) 流通科学部・講師
徐 涛 (XU TAO) 流通科学部・講師 (平成20年度)
明神 実枝 (MYOUJIN MIE) 流通科学部・講師
井手亜希子 (IDE AKIKO) 流通科学部・助手
田所 耕哉 (TADOKORO KOUYA) 流通科学部・助手
※単年度のみの参加者については､ 括弧内に参加年度を示す｡
Distribution Analysis and Innovation Study in Japan
研究成果の概要
地域ブランドの定義および､ 九州の特産品である焼酎を通じての地域ブランド形成プロセスの構図を提言したこと｡
研 究 分 野：






































③朴晟材, A Study on the New Frontiers of Chine's



































考える, 流通科学研究 Vol.7 No.2, 2008.3
⑰片山富弘, 地域ブランド形成プロセスを考える～壱岐
焼酎を中心に～, 流通科学研究 Vol.8 No.2, 2009.3
⑱秋本昌士・韓文煕, 参入タイミングと消費者の選好と




⑳徐涛, 走近直売所, 零售世界第８期, 2008.8, pp.
46～pp.47 徐涛・謝文 , 中国における卸売市場の認証制度につ




































⑮秋本昌士, ｢新規市場導入における革新性の 『質』 に











①安部文彦, 晃洋書房, ｢新版 生涯消費者教育論


















研究経費 機器備品 合 計
平成19年度 1,710,000 0 1,710,000
平成20年度 2,300,000 0 2,300,000










本研究プロジェクトは､ 総合領域 (情報学､ スポーツ















流 通 科 学 に お け る 基 礎 教 育
学際領域研究と教育
研究代表者
福沢 健 (FUKUZAWA TAKESHI) 流通科学部・准教授
共同研究者
姉川 正紀 (ANEGAWA MASANORI) 流通科学部・准教授 (平成19年度)
坂本 健成 (SAKAMOTO KENSEI) 流通科学部・助手
音成 陽子 (OTONARI YOUKO) 流通科学部・講師
飼牛 万里 (KAIGO MARI) 流通科学部・教授
徳永 美紀 (TOKUNAGA MIKI) 流通科学部・講師
柳澤さおり (YANAGIZAWA SAORI) 流通科学部・准教授
吉川 卓也 (KIKAWA TAKUYA) 流通科学部・准教授
スコット マキネス (SCOTT MCINNES) 流通科学部・講師
田多良俊樹 (TATARA TOSHIKI) 流通科学部・講師 (平成20年度)
※単年度のみの参加者については､ 括弧内に参加年度を示す｡
Devloping the effective education of fundamental courses in the Faculty
of Business, Marketing and Distribution: An interdisciplinary Research
研究成果の概要
研究実施計画に沿って､ 総合領域､ 人文科学､ 社会科学の領域において､ 実施を予定していたアンケート調査､ フィー
ルド調査､ 多変量解析等の統計処理､ 学会､ セミナー等への参加等をおこなった｡
研 究 分 野：総合領域､ 人文科学､ 社会科学










②生涯スポーツ論 (必修) の習得による効果､ 生涯スポー
ツ論 (必修)＋生涯スポーツ実習 (選択) の習得によ
る効果､ を調査する｡
③学生へのアンケート調査 (入学時､ 前期終了時､ 後期





























②2008年前期の Excel (１年次) 授業において授業理解









として 『Microsoft Office Specialist(以下､ MOS)※試
験の合格(資格取得)』 を義務付けている｡ この MOS
試験には Word､ Excel､ PowerPoint､ Access の４科
目があり､ それぞれ情報処理演習の４科目と対応して
いる｡ しかし､ これらのうち Access の合格率のみが






・MOS 試験のうち､ なぜ Access のみの合格率が低
いかを以下の点から議論し､ 原因を想定した｡ ) 試験レベル (難易度) →やや難しい､ データベー
ス概念の理解が難しいなど ) 授業方法→テキストのレベルは並だが､ 授業方
法に問題あり｡ 一斉授業の不必要性の示唆｡ ) やる気､ モチベーション→他科目と比較しても
極めて低い｡ モチベーションを向上させるための
仕組み・仕掛けが必要｡
⑤平成19年度後期の Access 授業から､ 授業方法を以下
のように変更｡ ) １クラス (100名程度) を６つのグループ (１グ
ループ15名程度) に分割し､ 各グループに教員・助
手・副手・SA のいずれかを１名ずつ配置｡ ) 自学自習､ グループ内での教え合い学習を実施｡ ) １授業１課題を実施､ グループ全員が終了した時






として 『Microsoft Certified Application Specialist
(以下､ MCAS) 試験の合格 (資格取得)』 を義務付
けている｡ MCAS には Word､ Excel､ PowerPoint､
Access の４科目があり､ それぞれ情報処理演習の４
科目と対応している｡ これらのうち Access の合格率

















題材に､ その神話的意味を考察した｡ さらに､ その内
容を ｢文学｣ の授業と連動させるために､ 授業におけ
るレポートの課題を出し､ レポートの書き方の指導を
行い､ その効果を検証した｡
②村上春樹の短編小説である ｢鏡｣ を題材に､ その神話
的意味を考察した｡
③流通科学部の英語教育においては､ TOEIC に力を入
れている為､ 全国の大学や企業における TOEIC スコ
アの利用状況や受験者数といった TOEIC そのものに




ラスで E-learning 教材の進度を細かく設定し､ 各
学期中に８回小テストを行った｡ ) TOEIC Bridge の模擬テストを５クラスで行い､
その結果と TOEIC IP の結果を比較することで､
























として 『流通科学研究』 vol.9, no.1に発表した｡
５. 主な発表論文等
[雑誌論文] (計９件)
①音成陽子 学生の健康度と生活習慣 【第１報】 流通
科学研究 有 第７巻第１号 2007 17‒28
②徳永美紀 大学生と TOEIC スコアの活用状況と
TOEIC に対する学生の意識 流通科学研究 有
第７巻２号 2007 51‒62
③福沢 健 ｢もののけ姫｣ の神話的意味(2) 流通科学
研究 有 第７巻２号 2007 143‒148
④柳澤さおり フィードバック環境とエンパワーメント
がキャリア発展行動に及ぼす影響 流通科学研究
有 第７巻２号 2007 133‒141
⑤Yanagizawa Saori Effect of Goal Difficulty and
Seeking Feedback on Goal Attainment and Learn-
ing. Japanese Psychological Research 有 50 2008
137‒144
⑥柳澤さおり パフォーマンス評価における認知次元の
測定 心理学研究 有 79 2008 407‒414
⑦福沢 健 村上春樹 ｢鏡｣ を読む 僕が大人にな
れない物語 流通科学研究 有 8‒1 2008 91‒100
⑧音成陽子 2007年度入学生の生活習慣 ９月～１
月の朝食摂取状況と睡眠について 流通科学研
究 有 8‒1 2008 1‒10
⑨音成陽子 2007年度入学生の睡眠と朝食摂取状況 九
州体育・スポーツ学研究 有 23‒1 2008 67
[学会発表] (計４件)
①徳永美紀 学生は大学での TOEIC 対策に何を求めて
いるのか JACET (大学英語教育学会) 九州沖縄支
部研究会 平成19年７月７日 福岡県・久留米工業大
学
②徳永美紀 Students'Assumptions for TOEIC Classes






④Yanagizawa Saori Self-regulated learning using














研究経費 機器備品 合 計
平成19年度 1,800,000 0 1,800,000
平成20年度 1,860,000 0 1,860,000




































新 し い 制 度 に 関 す る 研 究
研究代表者
山田 啓一 (YAMADA KEIICHI) 流通科学部・准教授
共同研究者
福永 吉徳 (FUKUNAGA YOSHITOKU) 流通科学部・教授
藤川 祐輔 (FUJIKAWA YUSUKE) 流通科学部・准教授
水島多美也 (MIZUSHIMA TAMIYA) 流通科学部・准教授
井上 能孝 (INOUE YOSHITAKA) 流通科学部・講師
中村 志保 (NAKAMURA SHIHO) 流通科学部・講師
Research on New Institutions
研究成果の概要
戦後60年以上が経過し､ わが国の経済発展を支えてきた体制・制度が､ 米国主導のグローバリゼーションの動きの中
で､ 見直しが迫られていることを踏まえて､ ｢新しい制度｣ の必要性とあり方に関する研究を進めた｡ プロジェクトは
総論と各論の２つの領域で進められたが､ 範囲が非常に広いこと､ メンバー構成の多様性､ リーマンショックを契機に
前提条件が変わってしまったこと等から統一性のとれた研究成果を公表するには至らなかった｡ しかし､ 個々の研究領
域においては､ 各メンバーがそれぞれ問題意識を持って研究に取り組み､ 一定の成果をあげることができたと思料する｡
研 究 分 野：経済・経営・会計・企業法













































文①､ ②および図書①)｡ さらに､ レピュテーション
(評判) の管理もまた企業の正当性にとって密接な関係
があることを示した (図書①､ 論文②および発表③､ ⑤､
⑥)｡ また商法の改正に伴い制定された会社法によって
M&A (企業買収合併) が容易にできる環境が整ったこ
とから､ 近時 M＆A がさかんに行われるようになって










国際経営および HRM (人的資源管理) の領域は､ 中
村が担当した｡ 中村は､ 日本企業が海外進出をする際の
人的資源管理の問題を研究し､ アジア地域での雇用対策
(論文⑱) および国際人材の育成 (論文⑲) に関するテー
マで論文を発表した｡
会計の領域は､ 藤川と水島が担当した｡ 藤川は､ 主と
して会計制度の改革に伴う問題を研究した｡ すなわち､
新設された会社法における監査制度の問題 (論文④､ ⑤
および⑥)､ 行政制度の問題 (論文⑦および⑨)､ 内部統
制の問題 (論文⑩) 等である｡ 水島は､ 原価計算の視点
から米国標準となっている管理会計上の問題 (論文⑫､
⑬､ ⑭および発表⑧) を論究した｡
企業法の領域は､ 井上が担当した｡ 井上は､ 新設され
た会社法にかかわる問題についての研究 (論文⑮､ ⑯､

























研究｣ 中村学園大学流通科学部 『流通科学研究』 第７
巻１号, 2007年, 81～104ページ
②YAMADA, Keiichi, ‶Management and Strategy of
Legitimacy and Reputation: Conceptual Frameworks
and Methodology," 中村学園大学流通科学部 『流通
科学研究』 第８巻第１号, 2008年, 55～69ページ
③YAMADA, Keiichi, ‶Overcoming Global Giants in the
Local Market: How Jollibee has been Competing
against McDonald's?," 中村学園大学・中村学園大










『流通科学研究』 第７巻第２号, 2008年, 91～101ペー
ジ
⑦藤川祐輔 ｢行政コスト計算書の諸課題｣ 中村学園大学・







学研究』 第８巻第２号, 2008年, 89～107ページ
⑩藤川祐輔 ｢商業道徳を実践した商人たち｣ 日本商業教
育学会 『商業論集』 第19集, 2009年
⑪藤川祐輔 ｢SOX 法および日本版 SOX 法の背景 内
部統制を中心に ｣ 中村学園大学・中村学園大学
















『紀要』 第40号, 2008年, 113～124ページ
⑰井上能孝 ｢企業再編対価の柔軟化と合併本質論
企業結合ほうりの再構築に関する試論 ｣ 中村学




学流通科学部 『流通科学研究』 第７巻２号, 2008年,
63～80ページ
⑲中村志保 ｢日本企業の国際人材の育成に関する①考察
G 社の事例 ｣ 中村学園大学流通科学部 『流通
科学研究』 第８巻第２号, 2008年, 53～69ページ
[学会発表] (計12件)
①FUKUNAGA, Yoshitoku, ‶A Study of Cognitive
Management Issues at the Business Ventures Target-
ing the Business in the New Field, Using a Causal
Loop Diagram," International Society for the System
Sciences, August 2007, at Tokyo Institute of Techno-
logy, Tokyo.
② FUKUNAGA, Yoshitoku, ‶A Study of Cognitive
Structure of the Management Issues at the Small
Business Targeting the Business in the New Field,
Academy of Operations Management and Strategy,






⑤YAMADA, Keiichi, ‶Management and Strategy of
Legitimacy and Reputation: Conceptual Frameworks
and Methodology," International Conference of


























②山田啓一 ｢第３章 日本電産の成長戦略と M&A｣ 宮
脇敏哉・山田啓一編著 『日本と中国の現代企業経営』
八千代出版, 2009年







研究経費 機器備品 合 計
平成19年度 1,020,000 0 1,020,000
平成20年度 1,300,000 0 1,300,000









告している｡ また､ 2002年には､ 佐々木敏らが開発した
400項目にも及ぶ食習慣調査の方法 (DHQ) を用いた｡
DHQ については､ １週間あたりの頻度､ １日の食事回
数､ 食事内容､ １回当たりに摂取するポーションサイズ､




秀平キヨミ (HIDEHIRA KIYOMI) 短期大学部食物栄養学科・教授 (平成20年度)
共同研究者
今村 裕行 (IMAMURA HIROYUKI) 栄養科学部栄養科学科・准教授
内田 和宏 (UCHIDA KAZUHIRO) 短期大学部食物栄養学科・講師
友納美恵子 (TOMONOU MIEKO) 短期大学部食物栄養学科・助手
古藤 真梨 (KOTOU MARI) 短期大学部食物栄養学科・副手 (平成20年度)
岸田 玲奈 (KISHIDA REINA) 栄養科学部栄養科学科・副手 (平成20年度)
亢 玉 (KANG YU) 大学院栄養科学研究科・大学院生 (平成19年度)
益田 玲香 (MASUDA REIKA) 大学院栄養科学研究科・大学院生
城田 知子 (SHIROTA TOMOKO) 大学客員教授・名誉教授 (平成19年度研究代表者)
※単年度のみの参加者については､ 括弧内に参加年度を示す｡
A nutritional epidemiological study in Hisayama:
The Hisayama Study
研究成果の概要
平成19年度､ 平成20年度は､ 当初の年度計画に基づいて成人健診に参加し､ 食習慣調査および骨密度に関する簡易ア
ンケート調査を実施した｡ 以下に要約する｡
１) 平成19年度は､ 久山町成人健診は５年に一度の一斉健診の年に当たる｡ 40歳以上の全住民が対象となり､ ６月29日
から10月29日までの42日間実施された｡ 全日程に参加して､ 約3,200人について､ 食習慣調査､ 身体活動調査を実施
した｡ また､ 骨密度 (音響的骨評価値：OSI) の測定とアンケート調査も担当した｡ 平成20年度は､ ７月10日から８
月30日までの22日間実施された｡ 平成19年度と同様に､ 全日程に参加して､ 約2,200人について､ 調査を実施した｡
２) 食習慣調査は､ 簡易型自記式食事歴法質問票 (BDHQ) を用いて行った｡ 調査用紙は､ 久山町役場より事前に配布
し､ 健診時に持参してもらい､ 管理栄養士・栄養士が内容の確認を行った｡
３) 身体活動調査についても､ 同様に事前に配布し､ 当日に内容の確認等を行った｡
４) 調査用紙を点検・整理し､ 東京大学 (佐々木敏教授：学外共同研究者) にて栄養価の計算､ 結果表の出力を行った｡
また､ 本学においても､ データの一部入力を行った｡
５) 調査後の栄養価計算を含む結果表については､ 各個人に郵送にて返却した｡
６) 東京大学より､ 計算結果後のデータを受け取り､ 内容の確認をした｡ 本学においてデータベース化した後､ 九州大
学久山町研究室においてデータセット化を行った｡
研 究 分 野：公衆栄養学､ 栄養疫学
キーワード：久山町研究､ 栄養疫学研究､ 食習慣調査､ 身体活動調査､ 生活習慣病予防
現性や妥当性が十分に検討されている｡
















健診の内容は､ 血液検査 (遺伝子含む)､ 糖負荷試験､
検尿､ 計測 (身長､ 体重､ 腹囲､ 腰囲､ 体組成)､ 血圧
測定､ 眼科検査､ 歯科検査､ 心電図､ 問診､ 内科診察､
食習慣調査､ 身体活動調査､ 骨密度測定などである｡ 食

















眠､ 移動 (歩行､ 自転車) などの時間や､ 現在および過
去に行っていた運動等の種目､ 頻度､ 時間等ついて調査














ついて､ OSI の測定､ 生活習慣アンケート調査を実施し








表１ 平成19 (2007) 年度調査対象者
40歳未満 40～79歳 80歳以上 合 計
男 性
43 1204 113 1360
(3.2％) (88.5％) (8.3％) (100％)
女 性
71 1542 168 1781
(4.0％) (86.6％) (9.4％) (100％)
合 計
114 2746 281 3141
(3.6％) (87.4％) (8.9％) (100％)
人数 (％)
表２ 平成20 (2008) 年度調査対象者
40歳未満 40～79歳 80歳以上 合 計
男 性
21 802 89 912
(2.3％) (87.9％) (9.8％) (100％)
女 性
49 1128 94 1271
(3.9％) (88.7％) (7.4％) (100％)
合 計
70 1930 183 2183









年齢 (歳) 61.3 ± 12.9 61.4 ± 13.4 61.4 ± 13.2
身長 (cm) 164.8 ± 7.0 151.8 ± 7.2 157.4 ± 9.6
体重 (kg) 63.9 ± 10.9 52.5 ± 9.3 57.4 ± 11.5
BMI (kg/m２) 23.4 ± 3.2 22.8 ± 3.7 23.1 ± 3.5
Mean±SD
ほぼ同水準であった｡ また､ カルシウム､ 鉄､ 食物繊維
といった不足の懸念される栄養素は､ 全国平均よりも低
値であった (表４)｡
食品群別摂取量を表５に示した｡ 米 (めし) の摂取量
は男性362.6g､ 女性273.7g であった｡ また緑黄色野菜摂
取量は､ それぞれ94.9g､ 102.3g､ その他の野菜摂取量










エネルギー (kcal) 1997 ± 562 1647 ± 483 1799 ± 547
たんぱく質 (g) 71.9 ± 26.1 64.7 ± 24.6 67.8 ± 25.5
動物性 (g) 41.9 ± 20.3 37.9 ± 19.1 39.7 ± 19.7
脂質 (g) 55.9 ± 20.7 52.6 ± 19.2 54.0 ± 19.9
動物性 (g) 25.1 ± 11.6 22.7 ± 10.5 23.7 ± 11.1
炭水化物 (g) 258.2 ± 82.0 217.5 ± 65.5 235.1 ± 75.8
ナトリウム (mg) 4609 ± 1362 4018 ± 1281 4274 ± 1349
カリウム (mg) 2472 ± 964 2404 ± 924 2433 ± 942
カルシウム (mg) 542 ± 255 528 ± 245 534 ± 250
マグネシウム (mg) 261.1 ± 90.8 239.7 ± 87.1 249.0 ± 89.4
リン (mg) 1087 ± 403 991 ± 387 1032 ± 397
鉄 (mg) 8.0 ± 3.1 7.5 ± 2.9 7.7 ± 3.0
ビタミンＡ ( gRE) 805 ± 592 772 ± 619 786 ± 607
ビタミンＢ1 (mg) 0.75 ± 0.28 0.72 ± 0.27 0.73 ± 0.27
ビタミンＢ2 (mg) 1.35 ± 0.52 1.26 ± 0.47 1.29 ± 0.49
ビタミンＣ (mg) 106 ± 56 111 ± 54 109 ± 55
総食物繊維 (g) 11.5 ± 4.9 11.4 ± 4.7 11.4 ± 4.8
水溶性 (g) 2.8 ± 1.3 2.9 ± 1.3 2.8 ± 1.3









穀類 (g) 481.0 ± 180.3 370.3 ± 128.6 418.2 ± 162.7
米 (めし) (g) 362.6 ± 167.9 273.7 ± 118.9 312.2 ± 148.8
パン (g) 33.8 ± 29.3 34.1 ± 26.2 34.0 ± 27.6
めん・その他穀類 (g) 84.6 ± 59.6 62.5 ± 48.0 72.1 ± 54.4
いも類 (g) 41.0 ± 40.2 46.9 ± 39.9 44.3 ± 40.1
砂糖・甘味料類 (g) 5.2 ± 4.7 4.4 ± 3.8 4.7 ± 4.2
豆類 (g) 77.4 ± 50.1 73.4 ± 45.1 75.1 ± 47.4
緑黄色野菜 (g) 94.9 ± 66.9 102.3 ± 65.7 99.1 ± 66.3
その他の野菜 (g) 154.6 ± 92.1 157.1 ± 86.1 156.0 ± 88.7
果実類 (g) 52.6 ± 54.9 62.0 ± 56.6 57.9 ± 56.0
魚介類 (g) 91.8 ± 60.1 81.6 ± 56.1 86.0 ± 58.1
肉類 (g) 68.0 ± 42.1 61.8 ± 39.0 64.5 ± 40.5
卵類 (g) 38.2 ± 28.2 29.8 ± 22.2 33.5 ± 25.3
乳類 (g) 121.1 ± 113.1 124.7 ± 99.5 123.1 ± 105.6
油脂類 (g) 21.5 ± 9.5 20.4 ± 8.8 20.9 ± 9.1
菓子類 (g) 27.7 ± 30.1 35.3 ± 32.0 32.0 ± 31.4
嗜好飲料類 (g) 960.8 ± 486.7 730.0 ± 338.6 829.9 ± 425.0










①Ishikawa-Takata K, Tabata I, Sasaki S,
Rafamantanantsoa HH, Okazaki H, Okubo H, Tanaka
S, Yamamoto S, Shirota T, Uchida K, Murata M:
Physical activity level in healthy free-living Japanese
estimated by doubly labelled water method and
International Physical Activity Questionnaire. Eur J
Clin Nutr, 62(7): 885‒91, 2008.
②Shimazaki Y, Shirota T, Uchida K, Yonemoto K,
Kiyohara Y, Iida M, Saito T, Yamashita Y: Intake of
dairy products and periodontal disease: the Hisayama
Study. J Periodontol, 79(1): 131‒7, 2008.
③友納美恵子, 城田知子, 内田和宏, 今村裕行, 佐々木
敏, 清原裕：地域在宅高齢者の栄養状態に及ぼす要因
について 久山町における栄養疫学研究 . 中村
学園研究紀要, 40；181‒187, 2008.
④Asano K, Kubo M, Yonemoto K, Doi Y, Ninomiya T,
Tanizaki Y, Arima H, Shirota T, Matsumoto T, Iida
M, Kiyohara Y: Impact of serum total cholesterol on
the incidence of gastric cancer in a population-based
prospective study: the Hisayama Study. Int J Cancer,
122; 909‒914, 2008.
[学会発表] (計７件)





②友納美恵子, 城田知子, 内田和宏, 今村裕行, 亢玉,
佐々木敏, 清原裕：地域在宅高齢者の栄養状態と栄養
素等摂取量との関係 (第二報). 第61回日本栄養・食
糧学会大会, 平成19年５月, 国立京都国際会館 (京都
府)








⑤内田和宏, 城田知子, 友納美恵子, 森聡子, 佐々木敏,
清原裕：久山町在住の児童・生徒の栄養摂取状況につ
いて (第１報). 第62回日本栄養・食糧学会大会, 平
成20年５月, 女子栄養大学 (埼玉県)
⑥内田和宏, 城田知子, 友納美恵子, 今村裕行, 佐々木
敏, 清原裕：中高年齢者の骨密度の実態とその関連要
因に関する縦断的研究 (第２報). 第55回日本栄養改
学会, 平成20年９月, 鎌倉女子大学 (神奈川県)





①大里進子, 城田知子, 矢野治江編, 内田和宏, 瓦林信
子, 花木秀子, 林辰美, 松本明夫, 若原延子著：演習
栄養教育 (第６版), 医歯薬出版株式会社, 東京,
2007.
②城田知子, 大里進子, 大下喜子, 林辰美, 矢野治江,
内田和宏, 小川洋子, 宮崎貴美子：イラスト栄養教育・











たんぱく質エネルギー比 (％) 14.3 ± 2.9 15.6 ± 2.9 15.0 ± 2.9
脂質エネルギー比 (％) 25.1 ± 5.7 28.5 ± 5.2 27.0 ± 5.7
炭水化物エネルギー比 (％) 51.9 ± 8.6 53.1 ± 7.2 52.6 ± 7.9
アルコールエネルギー比 (％) 5.0 ± 6.0 1.0 ± 2.8 2.7 ± 4.9
動物性たんぱく質比 (％) 56.4 ± 10.5 56.7 ± 10.1 56.6 ± 10.3
動物性脂質比 (％) 44.2 ± 9.8 42.6 ± 9.5 43.3 ± 9.7
Mean±SD
(金額単位：円)
研究経費 機器備品 合 計
平成19年度 1,850,000 0 1,850,000
平成20年度 1,240,000 0 1,240,000





小田 隆弘 (ODA TAKAHIRO) 短期大学部食物栄養学科・教授
共同研究者
橋本俊二郎 (HASHIMOTO SHUNJIROU) 短期大学部食物栄養学科・教授
稲益 建夫 (INAMASU TAKEO) 短期大学部食物栄養学科・教授
古賀 民穂 (KOGA TAMIHO) 短期大学部食物栄養学科・教授
松隈 紀生 (MATSUKUMA NORIO) 短期大学部食物栄養学科・教授
林 辰美 (HAYASHI TATSUMI) 短期大学部食物栄養学科・准教授
阿部志麿子 (ABE SHIMAKO) 短期大学部食物栄養学科・准教授
吉田 弘子 (YOSHIDA HIROKO) 短期大学部食物栄養学科・講師
津田 晶子 (TSUDA AKIKO) 短期大学部食物栄養学科・講師
松隈 美紀 (MATSUGUMA MIKI) 短期大学部食物栄養学科・助教
古田 宗宜 (FURUTA MUNENORI) 短期大学部食物栄養学科・助教
長光 博史 (NAGAMITSU HIROSHI) 短期大学部食物栄養学科・助手
吉田 淳子 (YOSHIDA ATSUKO) 短期大学部食物栄養学科・助手
蕗谷 千佳 (FUKITANI CHIKA) 短期大学部食物栄養学科・助手 (平成19年度)
米元なおみ (YONEMOTO NAOMI) 短期大学部食物栄養学科・常勤副手 (平成19年度)
今井なお子 (IMAI NAOKO) 短期大学部食物栄養学科・常勤副手 (平成20年度)
佐々木久美 (SASAKI KUMI) 短期大学部食物栄養学科・常勤副手 (平成20年度)
中川 優子 (NAKAGAWA YUKO) 短期大学部食物栄養学科・常勤副手 (平成20年度)
大屋 佳織 (OHYA KAORI) 短期大学部食物栄養学科・常勤副手 (平成20年度)
※単年度のみの参加者については､ 括弧内に参加年度を示す｡
Studies of enhancement programs for nutritionist-education










⑤栄養士専門教育に不可欠な ｢化学｣ や ｢生物｣ の基礎学力向上プログラム､ 国際性やコミュニケーション力アップの
ための英語教育プログラム､ ならびに卒業生対象のリカレント (リメディアル) 教育プログラムの一部が完成できた｡
研 究 分 野：栄養士養成教育











なっている｡ また､ 卒業し､ 社会で働いている栄養士
には､ 社会情勢の多様な変化 (特に､ 食生活の変化)
に的確に対応していく能力 (知識と技術) が求められ



































班 分 担 研 究 概 要 (作成するサブプログラム等)
１班
(松隈班)
学生の調理技術向上のための ｢調理室の開放｣ や ｢夏季・春季集中講座｣ のプログラムや教材作成を行う｡ リ
カレント教育強化として､ 卒業生を対象にしたセミナーでの講義内容の計画案を作成する｡ 介護食の開発を行




野菜栽培､ 生ゴミ活用 (他学調査を行う｡) を含む食育プログラムの作成と実施､ 献立作成能力向上プログラ
ムの作成､ 栄養指導能力やコミュニケーション能力の向上のため､ 学外実習準備講座や実習後の報告会開催プ






成する｡ 具体的には､ 地元の旬の食材 (野菜､ 果物､ 魚介類など) のカラー写真集 (パンフレット) を作成し､




実践力向上のため､ 衛生管理能力アップのためのプログラムを作成する｡ 具体的には､ 就職内定先別に行う特
別研修プログラムの作成をする｡ 食品企業内定者には品質管理研修を､ 給食業務内定者には塩素消毒法､ 検便､
検食法などを特別に研修するなど｡ 在学生に食中毒発生情報 (発生原因等) を知らせる掲示板を設置し､ 広報
























































１班 ○松隈 紀 松隈 美 蕗谷・大屋・中川 蕗谷は19年度まで､ 大屋・中川は20年度より
２班 ○稲益 林 吉田 弘 米元・今井 米元は19年度まで､ 今井は20年度より
３班 ○橋本 古賀 民 吉田 淳 佐々木 佐々木は20年度より
４班 ○小田 古田
５班 ○阿部 津田 晶 長光
○印は班長
表２ 各研究班の構成員
年 度 H19年度 (2007年度) H20年度 (2008年度)
開放月日と回数
4.21～6.30の土曜 (５回) 5.31～7.5の土曜 (４回)











大根のかつらむき 54名中 32名合格 (59.3％) 51名中 33名合格 (64.7％)








４月：トマト､ キュウリ､ ナス､ シシトウ､ ピーマン､
小玉スイカ､ マクワウリ苗を購入し学内､ 学外
農園に植え付け

















水菜､ 春菊､ チンゲンサイ､ ニンジン､ ホウレ
ンソウの種子を購入､ 播種｡
10月：サツマイモの収穫｡
11月：ソラマメ､ スナップエンドウ､ 絹さや､ グリー
ンピースをポットに播種し芽だし｡

















項 目 ＥＭ菌を使った処理法 ダンボール法
処理原理 嫌気的処理 好気的処理
容器 密閉度の高い特殊容器が必要 廃物のダンボールを利用

























































       
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写真３ 野菜の栽培 写真４ 収 穫
写真５ 収穫物の調理 写真６ 調理例
さつま芋の
蒸しパン










   
            
       
表６ エコクッキングの１例































た｡ しかし､ 回収率が10.5％と低く､ 今後アンケート調
査を行う際は､ 調査用紙の改善およびアンケート回答者
への特典等の工夫が必要であると考えられた｡




























米 ：うるち米 (玄米､ 白米､ 発芽玄米)､ もち米､
赤米､ 黒米､ インディカ米 (パーボイルド加
工米) および稲穂 (うるち米､ 赤米)
小 麦：アメリカ産硬質小麦 (Hard Red Spring),
アメリカ産軟質小麦 (Western White)
雑 穀：ひえ､ あわ､ アマランサス
豆 類：小豆､ 大豆､ ヒヨコマメ
その他：なたね､ ハスの実 . 剥製
魚類の標品として､ 福岡市内柳橋市場で入手した真






















分 類 種 類 (写真枚数)
穀 類 こめ(35)､ そば(14)､ むぎ(3)､ その他(2)
豆・種実類





フ ル ー ツ
うめ(14)*､ かき(23)､ キーウイフルーツ(3)*､ くり(11)､ ぐみ(10)*､ さくらんぼ(8)
すもも(1)､ なつめ(1)､ びわ(7)､ ブルーベリー(5)､ もも(15)*
温州みかん(8)､ 金柑(5)*､ でこぽん(1)､ ネーブル(7)*､ レモン(2)､ ゆず(2)､ その他(11)
アボカド(4)､ オレンジ(2)､ カニステル(6)､ グアバ(4)､ スターフルーツ(5)､ チェリモヤ(1)
チスコ(2)､ ドラゴンフルーツ(3)､ ドリアン(1)､ パイナップル(1)､ パッションフルーツ(4)







いちご(19)*､ うり(3)､ おくら(8)*､ かぼちゃ(10*)､ きゅうり(5)*､ すいか(9)､ とまと(4)*
なす(4)*､ にがうり(18)*､ メロン(4)､ たけのこ(8)､ とうもろこし(9)*､ 冬瓜(5)*
ふき(3)*､ ブロッコリー(14)*､ みょうが(5)*
赤かぶ(9)､ うこん(2)､ きくいも(1)､ ごぼう(1)､ さといも(3)､ さつまいも(22)*､
しょうが(4)､ じゃがいも(19)*､ たけのこ(3)､ だいこん(24*)､ たまねぎ(6)*
ちょろぎ(4)*､ つくねいも(1)､ にんじん(1)､ れんこん(21)､ やまいも(3)
イタリアンパセリ(5)*､ かつお菜(7)*､ きゃべつ(14)､ 空心菜(1)､ しそ(4)*､ 春菊(11)*
たまねぎ(7)*､ ちんげん菜(3)*､ つるむらさき(2)*､ つわぶき(3)*,にら(3)*､ にんにく(4)*
ねぎ(8)*､ はくさい(4)､ ふき(1)*､ みずな(6)*､ みつば(1)*､ レタス(3)
油 糧 植 物 なたね(9)､ ひまわり(5)*
嗜 好 食 品
お茶(6)､ 香辛料 [とうがらし(9)*､ その他(29)]､















































手 順 作 業
田植え準備 田起し(34)
育 苗 発芽(38)､ 育苗(11)












種 類 枚数 種 類 枚数 種 類 枚数
う め 6 き ゅ う り 3 ご ま 2
ぐ み 5 冬 瓜 3 な た ね 3
さくらんぼ 4 な す 2 や ま い も 2
び わ 4 と ま と 4 じゃがいも 4
ネ ー ブ ル 6 に が う り 3 だ い こ ん 4
も も 5 い ね 2 れ ん こ ん 3
い ち ご 4 そ ば 4 み ょ う が 2
う り 2 え ん ど う 4 ブロッコリー 2
か ぼ ち ゃ 3 いんげん豆 2 し ょ う が 2
お く ら 2 そ ら 豆 4































用テキストを作成し､ 塩素消毒法､ 検便､ 検食法などの
実技研修を約１週間実施した｡









国 名 地 域 市 場 食 材 料 理
イ ン ド ネ シ ア バリ島 14 10
米 国 ハワイ､ ホノルル
チャイナタウン (常設) 67 13
カピオラニ (土曜マーケット) 87 26
ハワイ大学 (学生食堂) 23
バングラデシュ マイメイシン 48 17
フ ィ リ ピ ン セブ島 (スーパー) 33 66 (レストラン) 10
ベ ト ナ ム ハノイ 45 18
ミ ャ ン マ ー タウンジー 16
インレー湖 2
バガン 21 35
韓 国 釜山､ 西面市場 37 (屋台､ 食堂) 16
台 湾 台北､ 淡水 67 42
中 国 煙台 21 4
広州 68 68 (レストラン) 58
南寧 (レストラン) 52

















は､ 19年度が約300部､ 20年度が約350部であり､ 正課外
の教材として有効に利用されていることが分かった｡





  表11 品質管理＆細菌検査研修会 日程表





























































写真11 実技研修風景 写真12 食品衛生情報掲示板①
写真13 食品衛生情報掲示板②
入学生の基礎学力を調査するために20年度入学生
に ｢化学｣ の試験を実施した｡ その結果､ ｢化学｣ の
基礎学力がない学生が多いことが判明したので､ 成績
不良の約50名を対象に ｢化学｣ の補完授業を実施した
(土曜日の３回×２限)｡ 補完授業で行った ｢化学｣ の
内容は､ 栄養士として当然修得しておくべき化学の基












ことが判明し､ 特に ｢化学｣ の補完授業の必要性が痛
感される結果が得られた｡ 従って､ 平成21年度 (2009





試験｣ と ｢フードスペシャリスト試験｣ の過去問題集





制限時間 120 分 残り時間 (＊＊＊分)
テスト開始 [テスト開始] ボタンを押してください｡

















(１年生対象) を実施したところ､ 英語学習歴､ 食






































の TOEIC 活用法｣ JACET 東アジア英語教育研究会,
平成20年９月20日
③津田晶子：｢短期大学における海外研修の可能性と課











研究経費 機器備品 合 計
平成19年度 1,250,000 0 1,250,000
平成20年度 1,100,000 0 1,100,000






















清水 誠 (SHIMIZU MAKOTO) 短期大学部キャリア開発学科・教授
共同研究者
第１研究グループ
酒見 康廣 (SAKEMI YASUHIRO) 短期大学部キャリア開発学科・教授
梶田 鈴子 (KAJITA SUZUKO) 短期大学部キャリア開発学科・准教授
花隈 悦子 (HANAGUMA ETSUKO) 短期大学部キャリア開発学科・助手
栗木 紘美 (KURIKI HIROMI) 短期大学部キャリア開発学科・助手
石田 ユミ (ISHIDA YUMI) 短期大学部キャリア開発学科・臨時副手
仁田原泰子 (NITABARU YASUKO) 短期大学部キャリア開発学科・臨時副手 (平成20年度)
第２研究グループ
小阪 康治 (KOSAKA YASUHARU) 短期大学部キャリア開発学科・教授
本山 和子 (MOTOYAMA KAZUKO) 短期大学部キャリア開発学科・准教授
岩田 京子 (IWATA KYOKO) 短期大学部キャリア開発学科・准教授
手嶋 康則 (TESHIMA YASUNORI) 短期大学部キャリア開発学科・准教授
日野 修造 (HINO SYUZO) 短期大学部キャリア開発学科・准教授
小久保美代子 (KOKUBO MIYOKO) 短期大学部キャリア開発学科・助手
※単年度のみの参加者については､ 括弧内に参加年度を示す｡
短期大学におけるキャリア教育の高度化に関する研究
Development of Career Education in a Junior College
研究成果の概要
２年の研究期間を経て､ それぞれ自らの担当科目の授業､ 学生指導､ 学科運営の合間を縫って活動を続けながら成果




研 究 分 野：キャリア教育






























































ある｡ 今日までに､ 基本情報 (学籍番号､ 氏名､ 住所等)､
資格取得情報 (入学前､ 入学後の資格取得状況)､ 学生
















システムの開発には Access を使用しており､ 基本情














リアデザインシート) の開発 (酒見､ 小久保)
学科独自のキャリアデザインシートとしての ｢キャリ













































｢社会的責任経営｣ (以下､ CSR) についての研究や
実行は､ ようやく定着し始めたばかりである｡ 大企業で
は取り組みが盛んになりつつあるので､ まったく不十分
で､ 研究も未開拓な､ 中小企業での実行について､ 研究
が必要である｡
所属 NPO が､ 三井物産の依頼､ 福岡県同友会の支援
で､ 2005年度から07年度にかけて､ 福岡県の中小企業の
調査を行なったので､ これと協力する形で研究を行った｡
それにより､ 福岡県を中心とした中小企業の CSR に
ついての意識水準を把握したので､ これについての対応
策をまとめ､ かつ本学の教育に資するよう改善した｡
教育内容は､ ①CSR の定義｡ ②CSR の有用性｡ ③トリ
プル・ボトムライン｡ ④中小企業での実施の特徴｡ ⑤










ルとして､ ソーシャルスキルチェック表 (KiSS18 菊











③キャリア開発学科の英語力 英検と TOEIC を指標
として (岩田)
平成18年度から平成20年度の３年間において､ ｢実用
英語技能検定 (英検)｣ ｢TOEIC Bridge (Bridge)｣
｢TOEIC IP (TOEIC)｣ の３種類の試験・検定を使用




















































市立大学情報教育協会 ｢平成20年度教育改革 IT 戦略
大会｣, 平成20年９月３日, アルカディア市ヶ谷 (私
学会館)
[図書] (計１件)






研究経費 機器備品 合 計
平成19年度 1,400,000 421,000 1,821,000
平成20年度 1,150,000 452,000 1,602,000





那須 信樹 (NASU NOBUKI) 短期大学部幼児保育学科・准教授
共同研究者
笠井キミ子 (KASAI KIMIKO) 短期大学部幼児保育学科・教授
森 康博 (MORI YASUHIRO) 短期大学部幼児保育学科・教授
小川 和子 (OGAWA KAZUKO) 短期大学部幼児保育学科・准教授
古賀 和博 (KOGA KAZUHIRO) 短期大学部幼児保育学科・准教授
山崎 篤 (YAMASAKI ATSUSHI) 短期大学部幼児保育学科・准教授
圓入 智仁 (ENNYU TOMOHITO) 短期大学部幼児保育学科・講師
小  康子 (KOYANAGI YASUKO) 短期大学部幼児保育学科・講師
竹内 理恵 (TAKEUCHI RIE) 短期大学部幼児保育学科・助手
A Developmental Study of Introductory Educational Programs
at Nakamura Gakuen Junior College
研究成果の概要
本研究の成果は､ 全受講生に配付した教材 『セミナーノート (＝幼児保育基礎セミナー Seminar Note Ver. 1)』
＜本プロジェクト研究会編､ 2008年､ 図１参照＞であり､ この教材を活用した授業である｡ 『幼児保育基礎セミナー』
において､ 従来から実施している建学の精神の理解､ 社会性教育､ 大学付属幼稚園の見学や､ 幼稚園や保育所で働いて
いる先輩 (卒業生) の講話などの他に､ 保育所の見学､ 保育所以外の児童福祉施設で働く先輩 (卒業生) の講話を加え
た構成となっている｡
教材として作成した 『セミナーノート』 は､ 学生が授業毎に授業内容を書き込むことを目的としており､ 主体的に学
ぶ姿勢の涵養､ 文字化することにより自らの学びにより自覚的になる姿勢を育むことを目指した｡ １回の授業で使用す
るページが見開きになっており､ 左に各授業の概要を記し､ 右に学生のメモ欄を設けた｡ レポート用紙や､ 社会性教育
の一環としてのマナーチェック表､ 学生による授業評価アンケート用紙も挿入した｡ レポートやマナーチェック表は､
教員が点検した後に学生に返却し､ 『セミナーノート』 に綴じるよう指導している｡ これらの工夫により､ 学生はこの
『セミナーノート』 １冊で､ 『幼児保育基礎セミナー』 の全てを振り返ることが可能となる｡
授業を終了するに当たって､ 学生には教員側が用意した 『幼児保育基礎セミナー』 に対するアンケートに回答してもらっ
た｡ 調査の結果､ 大学付属幼稚園や付属保育園の見学､ 服装や行動などのマナーを学んだ社会性教育､ 保育者として勤
務している先輩の話に対する満足度がとても高いことが明らかになった｡ 保育実践の場での具体的な体験や実際の話しを
聞くことが､ 学生の職業意識の向上に大いに役立ったようである｡ 本学の建学の精神や､ 本学科の教育目標への理解も
深いことも確認された｡
併せて､ 本学科の教員を対象として､ 学生による 『セミナーノート』 の使用状況に関する調査も行った｡ 学生が授業
中に､ 何をメモとして記録しているのか､ 『セミナーノート』 の存在によって初めて把握できたこと､ １つの授業に１
つのノートがあることで授業に統一感があり､ 授業の流れを容易に把握できるといった肯定的な意見が認められた｡ そ
の一方で､ メモを取らない､ あるいはメモの少ない学生の存在の指摘､ FD の観点からは､ 教員から学生に対する 『セ
ミナーノート』 活用の働きかけの温度差など､ 学科教員としての共通認識の程度のバラツキなどへの指摘も認められた｡
本プロジェクトでは､ 本学科の教員全員が関わる 『幼児保育基礎セミナー』 の授業改善を検討し､ いくつかの新しい
試みを展開してきた｡ ２年間のプロジェクトは終了したが､ 本学科の導入プログラム (初年次教育) の内容や方法は､
今後とも継続して検討し続けなければならない課題であり､ 教員間での共通理解を促すティーチングスキルや教材等の
さらなる研究開発の基盤として本研究を位置づけていきたい｡
研 究 分 野：保育者養成
キーワード：(1)効果的な導入教育､ (2)持続可能なモデルプログラムの開発､ (3)FD の推進､ (4)学生の体系的な学び














































礎セミナー｣) のための学習支援ツール 『Seminar Note』
(図１左側参照) の開発である｡ 毎回の授業におけるノー
ト作成と併せて､ 授業後の ｢ふりかえり｣ を軸とした授
業システムが学生の修学意識の向上に寄与することを明
らかにした｡ さらに､ 『Seminar Note』 の存在が教育間
における授業改善 (充実) に対するコミュニケーション
を活性化させ､ 具体的な FD 推進の手がかりを与えてく
れるものとなった点は大きな意義を持つものと考えら
れる｡
研究成果の詳細については､ 下記､ 研究報告書 『中村
学園大学短期大学部幼児保育学科における導入教育プロ
グラムの開発的研究』 (2009)､ ならびに研究期間中に改








クト研究会編 『幼児保育基礎セミナー Seminar Note
(Ver.1)』, 2008.
②中村学園大学短期大学部幼児保育学科導入教育プロジェ


















研究経費 機器備品 合 計
平成19年度 430,000 0 430,000
平成20年度 1,000,000 83,000 1,083,000
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